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は
じ
め
に

　

こ
の
論
文
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
絵

巻
『
舞
楽
之
圖
』
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
末
の
江
戸
城
に

お
け
る
禁
裏
舞
楽
の
上
演
の
実
態
を
解
明
し
、
合
わ
せ
て
、『
舞
楽

之
圖
』
の
歴
史
資
料
と
し
て
の
性
質
と
意
義
を
考
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
筆
者
が
初
め
て
こ
の
資
料
と
出
会
っ
た
の
は
二
○
○

四
年
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
、
大
英
博
物
館
の
日
本
コ
ー
ナ
ー
に
美

し
い
絵
巻
が
あ
る
、
と
い
う
程
度
の
印
象
し
か
な
く
、
そ
の
後
ほ
ど

な
く
記
憶
か
ら
消
え
た
。
二
度
目
に
見
た
の
は
二
○
一
七
年
で
、
こ

の
時
初
め
て
、
舞
人
の
図
の
余
白
に
名
前
や
装
束
の
詳
細
な
説
明
が

ぎ
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
こ
れ
ら
の
個
人

名
や
説
明
は
、
こ
の
資
料
が
美
術
品
と
し
て
で
は
な
く
、「
記
録
」

と
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
体
何
の
イ
ベ
ン
ト

の
記
録
な
の
か
。
そ
の
解
明
を
思
い
立
っ
た
の
が
、
本
研
究
の
端
緒

で
あ
る
。

　

宮
中
や
寺
社
で
行
わ
れ
る
舞
楽
は
、
美
し
い
装
束
に
身
を
包
ん
だ

舞
人
が
、優
雅
な
雅
楽
の
調
べ
に
乗
っ
て
あ
で
や
か
に
舞
う
芸
能
で
、

古
く
か
ら
画
材
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
。
そ
の
た
め
、
美
術
史
の

分
野
で
は
、
舞
楽
の
絵
図
に
関
し
て
一
定
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。

中
で
も
近
年
の
本
田
光
子
氏
の
論
文
は
、
本
資
料
お
よ
び
、
本
資
料
と

極
め
て
似
た
内
容
を
持
つ
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
舞
楽
楽
器
之
圖
』
一 

を
詳
細
に
比
較
し
、
書
か
れ
て
い
る
文
言
の
翻
刻
と
資
料
の
背
景
等

を
明
ら
か
に
し
た
論
文
と
し
て
、
た
い
へ
ん
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ

る
（
本
田　

二
○
一
六
）。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
美
術
史
の
研
究
成

果
も
踏
ま
え
た
上
で
、『
舞
楽
之
圖
』
の
内
容
に
、
音
楽
史
の
立
場

か
ら
、
よ
り
深
く
踏
み
込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、『
舞
楽
之
圖
』
は
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
大
英
博
物
館

の
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
が
二
、
残
念
な
が
ら
、
画
素
数
が

少
な
く
、書
き
込
ま
れ
て
い
る
文
字
を
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
筆
者
は
、
花
王
芸
術
科
学
財
団
の
助
成
を
得
て
、
二
○

一
八
年
九
月
に
、
大
英
博
物
館
に
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
同
資
料
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
文
字
の
翻
刻
に
何
箇

所
か
、
本
田
氏
の
解
釈
と
異
な
る
点
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
本
論
文

で
は
、
改
め
て
、
同
資
料
の
す
べ
て
の
文
字
の
翻
刻
を
付
す
こ
と
に

　
江
戸
城
に
お
け
る
舞
楽
上
演
の
記
録
―
大
英
博
物
館
蔵
『
舞
楽
之
圖
』
と
画
家
の
眼
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す
る
。
翻
刻
は
、
文
中
に
適
宜
示
し
て
行
く
。

一
、『
舞
楽
之
圖
』
の
成
立

　
『
舞
楽
之
圖
』
は
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
の
江
戸
城
の
舞

楽
上
演
を
描
い
た
紙
本
着
色
の
絵
巻
作
品
で
あ
る
。
大
英
博
物
館

の
収
蔵
品
を
紹
介
す
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ト 

“Collection online

”の

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
天
地
一
六
・
五
イ
ン
チ
（
約
四
一
・
九
セ
ン
チ
）、

全
長
四
二
○
イ
ン
チ
（
約
一
○
六
七
セ
ン
チ
）
の
巻
子
に
な
っ
て
い

る
三
。
横
約
三
○
セ
ン
チ
の
紙
を
三
六
枚
接
い
で
い
る
。
表
紙
は
紺

地
に
水
玉
文
で
、
そ
の
上
に
直
書
き
で
「
文
化
十
二
年
乙
亥
四
月　

十　

舞
楽
之
圖
」
と
書
か
れ
て
い
る
四
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、

こ
の
資
料
を
『
舞
楽
之
圖
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

第
一
〜
二
紙
に
か
け
て
、
次
の
よ
う
な
日
付
と
絵
巻
作
成
の
経
緯

が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、［　

］
内
は
原
文
割
り
書
き
、
／
は
原

文
の
改
行
箇
所
を
示
す
。

文
化
十
二
年
乙
亥
四
月

神
祖
二
百
回
御
忌
於
日
光
山　

勅
會
御
法
事
相
済
後

　

同
五
月
十
四
日　

御
城
御
白
書
院
於
御
庭
伶
人
舞
楽
／
上
覧
之
節

拝
見
冩
之

此
圖
其
道
の
識
者
に
問
ひ
あ
き
ら
め
た
る
に
あ
ら
す
／
御
席
上

よ
り
見
え
る
ま
ゝ
に
て
群
居
の
中
あ
へ
て
筆
記
な
ら
す
／
目
に

覚
し
の
ミ
を
冩
し
た
れ
は
紛
れ
て
忘
た
る
多
し
／
殊
に
装
束
等

ハ
其
侭
に
冩
し
度
も
の
な
か
ら
こ
わ
猶
更
／
覚
え
す
元
よ
り
楽

の
事
い
さ
ゝ
か
知
ら
ね
ハ
た
ゝ
児
女
の
／
見
易
か
ら
む
た
め
古

圖
に
よ
り
て
彩
色
た
る
も
あ
り
色
わ
け
／
む
は
か
り
に
皿
に
残

り
た
る
繪
の
具
し
て
早
忽
に
彩
し
た
る
／
草
稿
な
れ
ハ
杜
撰
闇

記
深
く
識
者
の
笑
ひ
を
恥
へ
き
／
な
か
ら
斯
し
て
後
其
道
の
人

た
よ
り
て
改
な
ん
の
み
／
其
後
問
ひ
糺
し
た
る
事
ハ
か
た

は
ら
に
筆
記
し
て
猶
追

／
改
正
を
ね
か
ふ

　

最
初
の
三
行
は
、
文
化
十
二
年
四
月
に
日
光
山
で
徳
川
家
康
没
後

二
百
回
忌
の
法
会
が
あ
り
、
そ
の
後
、
五
月
十
四
日
に
江
戸
城
白
書

院
に
て
、
武
家
一
同
が
禁
裏
楽
人
の
舞
楽
を
観
覧
す
る
催
し
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
度
の
禁
裏
楽
人

の
関
東
下
向
の
も
っ
と
も
重
要
な
目
的
は
、
日
光
山
の
法
会
で
舞
楽

と
奏
楽
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
江
戸
城
の
舞
楽
上
演
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
事
後
の
「
余
興
」
的
な
意
味
合
い
が
強
い
。「
上
覧
之
節

拝
見
冩
之
」
と
は
、
こ
の
絵
巻
の
作
者
が
こ
の
機
会
に
登
城
し
、
舞

楽
を
観
覧
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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こ
の
絵
巻
の
末
尾
、
第
三
十
六
紙
に
は
、
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ

る
。

　
文
化
十
二
年
乙
亥
孟
夏
下
浣
日
草
稿
畢

　
　

攀
鱗
齋
美
郷
源
元
休
拙
毫

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
作
者
は
「
攀
鱗
齋
美
郷
」
こ
と
、
水
野
元
休

（
一
七
四
八
〜
一
八
三
六
）
で
あ
る
。
一
般
に
は
水
野
盧
朝
と
い
う

名
で
知
ら
れ
て
い
る
。
美
人
画
の
画
家
で
、『
盲
文
画
話
』（
文
政
十

＝
一
八
二
七
年
）と
い
う
職
業
図
巻
の
よ
う
な
画
帳
も
描
い
て
い
る
。

『
舞
楽
之
圖
』
の
「
攀
鱗
齋
」
の
筆
蹟
は
、
他
の
美
人
画
の
盧
朝
の

筆
蹟
と
似
て
お
り
、本
資
料
は
盧
朝
の
直
筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

盧
朝
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
八
○
冊
（
巻
三
三
四
）
に
あ
る

通
り
、
旗
本
の
出
で
あ
り
、
二
○
歳
で
家
を
継
い
で
、
勤
務
の
か
た

わ
ら
、
画
業
を
学
ん
だ
と
推
測
さ
れ
る
五
。
文
政
八
（
一
八
二
五
）

年
十
一
月
に
願
い
の
通
り
隠
居
が
認
め
ら
れ
、
同
十
二
月
に
剃
髪
し

た
（
木
村　

一
九
三
六
：
三
）。『
盲
文
画
話
』
は
隠
居
後
の
作
品
で

あ
り
、
隠
居
後
に
画
業
に
励
む
時
間
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
本
稿
の
分
析
対
象
の
『
舞
楽
之
圖
』
は
隠
居
後
の
作
品

で
は
な
く
、御
手
先
鉄
砲
頭（
享
和
四
年
に
就
任
、木
村
前
掲
書
よ
り
）

在
任
中
の
作
品
で
あ
る
。
奥
書
の
「
孟
夏
下
浣
」
と
は
四
月
下
旬
を

指
し
、
冒
頭
の
「（
文
化
十
二
年
乙
亥
）
四
月
」
と
い
う
記
述
と
も

符
合
す
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
行
事
の
場
合
は
、
幕

府
の
御
用
絵
師
が
公
式
記
録
と
し
て
絵
を
残
す
が
、
盧
朝
は
御
用
絵

師
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
旗
本
の
一
人
と
し
て
見
学
を
許
さ
れ
、
個

人
的
に
絵
を
描
い
た
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ
疑
問
が
あ
る
。
江
戸
城
舞
楽
は
五
月
十
四

日
で
あ
る
の
に
、
盧
朝
は
す
で
に
四
月
下
旬
に
「
草
稿
畢
」、
す
な

わ
ち
、
草
稿
を
描
き
畢
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

こ
の
資
料
の
成
立
の
複
雑
さ
が
表
れ
て
い
る
六
。

　

再
び
、
冒
頭
の
製
作
の
経
緯
の
説
明
に
も
ど
る
と
、
以
下
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
（
現
代
語
訳
を
示
す
）。

こ
の
図
は
、
そ
の
道
の
識
者
に
尋
ね
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

は
な
い
。
席
上
か
ら
見
え
る
ま
ま
に
、
群
集
が
ひ
し
め
く
中
で

筆
記
も
で
き
ず
、目
で
見
て
覚
え
た
も
の
の
み
を
写
し
た
の
で
、

ま
ぎ
れ
て
忘
れ
た
も
の
も
多
い
。
殊
に
装
束
の
こ
と
は
そ
の
ま

ま
に
写
し
た
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
尚
更
の
こ
と
な
が
ら
よ

く
覚
え
て
い
な
い
。
音
楽
の
こ
と
は
い
さ
さ
か
も
わ
か
ら
な
い

の
で
、た
だ
女
性
や
子
供
が
見
や
す
い
よ
う
に
、古
い
図
に
よ
っ
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て
彩
色
し
た
も
の
も
あ
る
。
色
を
区
別
す
る
た
め
に
絵
の
具
皿

に
残
っ
て
い
る
絵
の
具
で
急
い
で
彩
色
し
た
下
書
き
な
の
で
、

杜
撰
で
い
い
加
減
な
も
の
で
あ
り
、
識
者
に
笑
わ
れ
る
に
違
い

な
く
、ひ
ど
く
恥
ず
か
し
い
が
、後
に
そ
の
道
の
専
門
家
を
頼
っ

て
改
め
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
あ
と
、
問
い
明
ら
め
た
こ
と
は
か
た
わ
ら
に
記
し
て
、

な
お
だ
ん
だ
ん
に
改
正
を
願
う
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
盧
朝
は
明
ら
か
に
五
月
十
四
日
の
江
戸
城
舞
楽

を
見
学
し
て
い
る
。
当
日
は
人
々
が
会
場
に
ひ
し
め
い
て
お
り
、
と

て
も
筆
記
で
き
る
よ
う
な
余
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
か
ら
は
臨

場
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
盧
朝
は
帰
宅
後
、
彩
色
し
た
が
、
思
い
出

せ
な
い
部
分
は
古
い
図
を
参
考
に
彩
色
し
た
、と
い
う
。
こ
こ
か
ら
、

盧
朝
は
、
五
月
の
舞
楽
会
の
前
に
、
す
で
に
下
書
き
を
あ
る
程
度
済

ま
せ
て
お
り
、
見
学
後
に
彩
色
し
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
彩
色
も
、
装
束
の
本
来
の
色
で
は
な
く
、
似
た
よ
う
な

色
で
と
り
あ
え
ず
彩
色
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、
絵
巻
を
見

る
と
、
複
数
箇
所
に
「
雌
黄
に
彩
色
所
ハ
金
色
也
（
雌
黄
で
塗
っ
て

あ
る
と
こ
ろ
は
［
実
際
は
］
金
色
で
あ
る
）」
の
よ
う
な
記
述
が
見

え
る
。
四
月
下
旬
の
時
点
で
の
絵
巻
の
進
捗
段
階
を
示
す
資
料
は
何

も
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
、
何
等
か
の
「
下
絵
」
が
存
在
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
情
報
が
入
る
た
び
に
、
絵
に
加

筆
す
る
か
、
注
記
を
加
え
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

御
用
絵
師
が
記
録
画
を
描
く
手
順
に
つ
い
て
は
、
本
田
氏
が
前
掲

論
文
で
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
行
事
の
前
に
絵
師
が
登
城
し
、
練

習
な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
、
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
く
。
ま
た
可
能
で

あ
れ
ば
、
行
事
の
後
に
も
装
束
な
ど
を
見
学
し
、
詳
細
を
補
っ
て
下

絵
を
完
成
さ
せ
る
。
こ
の
作
業
を
「
地
取
」
と
い
う
。
実
際
、
文
化

十
二
年
の
江
戸
城
舞
楽
の
時
も
、
絵
師
の
狩
野
養
信
（
一
七
九
六
〜

一
八
四
六
）
が
地
取
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
本

田　

二
○
一
六
：
二
二
）
七
。

　

舞
楽
の
実
演
を
見
る
前
に
、盧
朝
が
下
絵
を
描
く
に
あ
た
っ
て
は
、

「
古
図
」
を
参
照
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
一
つ
は
、
す
で
に

本
田
氏
が
指
摘
し
、
ま
た
盧
朝
自
身
も
絵
巻
中
で
言
及
し
て
い
る
よ

う
に
、橘
守
国
（
一
六
七
九
〜
一
七
四
八
）
の
『
絵
本
通
宝
志
』（
版

本
）
で
あ
る
八
。
し
か
し
、『
絵
本
通
宝
志
』
は
モ
ノ
ク
ロ
の
版
本
で
、

舞
楽
の
種
類
も
少
な
い
た
め
、
実
際
に
は
、
そ
れ
以
外
に
も
先
行
す

る
多
数
の
カ
ラ
ー
の
舞
楽
の
屏
風
絵
、
絵
巻
な
ど
を
参
考
に
し
た
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
絵
巻
は
、
当
日
の
記
録
で
は

あ
る
が
、
人
物
の
ポ
ー
ズ
、
衣
装
の
模
様
な
ど
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
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か
じ
め
、
も
し
く
は
事
後
に
、
先
行
す
る
絵
画
作
品
な
ど
を
参
考
に

周
到
に
準
備
も
し
く
は
補
足
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
後
述
）。

二
、
大
英
博
物
館
の
購
入

　
『
舞
楽
之
圖
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ

ンW
illiam

 A
nderson 

（
一
八
四
二
〜
一
九
〇
〇
）
が
日
本
で
入

手
し
、
帰
国
後
に
大
英
博
物
館
に
売
却
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
出
、

大
英
博
物
館
の
“Collection online

”
の
デ
ー
タ
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。

　

T
he collection of over 2,000 Japanese and C

hinese 
paintings assem

bled by Prof. W
illiam

 A
nderson during 

his residency in Japan, 1873-1880, w
as acquired by 

the M
useum

 in 1881. T
he item

s w
ere not listed in the 

register, but rather w
ere published separately as the 

'D
escriptive and H

istorical Catalogue of a Collection of 
Japanese and Chinese Paintings in the British M

useum
' 

(Longm
ans &

 Co, 1886).

（
日
本
語
訳
）

二
千
点
以
上
に
の
ぼ
る
日
本
、中
国
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
間（
一
八
七
三

〜
一
八
八
○
）
に
集
め
ら
れ
、
一
八
八
一
年
に
大
英
博
物
館
が
取

得
し
た
も
の
で
あ
る
。
品
々
は
博
物
館
の
目
録
に
は
登
録
さ
れ
て

お
ら
ず
、
別
に
『
大
英
博
物
館
日
中
絵
画
目
録
』
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。（
寺
内
訳
）

　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
本
業
は
医
学
で
、
御
雇
い
外
国
人
と
し
て
日
本

に
滞
在
し
た
。
美
術
史
の
分
野
で
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
美
術
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
関
す
る
議
論
が
活
発
に
な
る
の
は
二
○
○
○
年
代
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
（
遠
藤　

一
九
九
二
、
鈴
木　

二
○
○
一
、
加
藤　

二
○
○
九
、彬
子
女
王　

二
○
○
九
、村
角　

二
○
○
九
）。ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
の
詳
し
い
経
歴
や
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
却
な
ど
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。彬
子
女
王
に
よ
れ
ば
、ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
の
収
集
は
、
日
本
の
美
術
工
芸
品
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
な
ど
に
よ

る
幕
末
の
博
物
学
的
「
標
本
」
か
ら
、「
美
術
品
」
と
し
て
、
そ
の

意
味
付
け
が
変
わ
っ
て
行
く
過
渡
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
は
、「
日
本
美
術
史
」
を
構
築
す
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
サ
ン
プ
ル
を
体
系
的
に
収
集
し
た
、
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
表
装
し
て
い
な
い
下
絵
の
よ
う
な
作
品
も
多
数
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含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
（
彬
子
女
王　

二
○
○
九
：
三
二
）。『
舞
楽

之
圖
』
は
表
装
も
さ
れ
て
お
り
、
描
か
れ
て
い
る
舞
や
楽
器
も
美
し

い
。
公
開
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
画
像
よ
り
実
物
の
ほ
う
が
色
彩
も

は
る
か
に
鮮
や
か
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
も
完
成
し
た
美
術
品
と

認
識
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
本
論
は
、
こ
の
資
料
の
美
術
的
価
値
を

認
め
つ
つ
、
こ
の
資
料
の
歴
史
的
記
録
と
し
て
の
価
値
を
今
一
度
強

調
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
余
白
に
書
き
込
ま
れ
た
注

記
や
舞
台
配
置
の
図
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
だ
っ
た
江
戸
城
で
の
舞
楽

の
実
態
に
多
く
の
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

多
く
の
人
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
外
国
人
に
は
美
し
い
美
術
品
と
し

て
映
る
こ
の
作
品
を
、
記
録
資
料
と
し
て
の
脈
絡
か
ら
読
み
解
く
こ

と
が
、
本
論
の
目
的
で
あ
る
。

三
、
江
戸
城
の
舞
楽

　

雅
楽
は
、
関
西
の
京
都
、
奈
良
、
大
坂
に
住
む
楽
人
に
よ
っ
て
伝

承
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
雅
楽
は
関
西
の
文
化
で
あ
る
、
と

い
う
理
解
が
広
く
浸
透
し
て
い
る
。
し
か
し
、
関
西
以
外
の
地
方
の

大
寺
社
で
も
平
安
時
代
か
ら
舞
楽
を
伝
承
し
て
お
り
（
厳
島
神
社
九
、

熱
田
神
宮
一
〇
な
ど
）、
江
戸
時
代
以
降
は
、
徳
川
幕
府
や
地
方
の
大

名
家
で
こ
れ
を
保
護
す
る
も
の
も
現
れ
た
一
一
。
こ
れ
ら
の
「
地
方

の
雅
楽
」
の
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で

あ
る
。
江
戸
幕
府
は
、
東
照
宮
の
祭
礼
に
雅
楽
を
用
い
た
。
江
戸
城

紅
葉
山
東
照
宮
や
上
野
東
照
宮
・
寛
永
寺
の
祭
礼
・
法
会
の
た
め

に
、
関
西
の
楽
人
の
次
男
、
三
男
や
分
家
の
者
を
招
聘
し
て
江
戸
に

住
ま
わ
せ
た
。
こ
れ
を
紅
葉
山
楽
人
と
い
う
（『
地
下
花
伝
』
巻
第

十
三
）。
ま
た
、
関
西
の
禁
裏
楽
人
に
も
御
朱
印
地
を
与
え
て
保
護

し
た
一
二
。

　

紅
葉
山
楽
人
は
常
時
一
○
家
程
度
し
か
お
ら
ず
、
小
規
模
な
管
絃

合
奏
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
家
康
の
百
回
忌
、
二
百
回
忌
な
ど
日
光

山
で
の
特
別
に
大
規
模
な
祭
礼
・
法
会
の
場
合
は
舞
楽
が
演
じ
ら
れ

た
が
、
そ
の
た
め
に
、
関
西
か
ら
五
〜
六
○
人
規
模
で
、
禁
裏
楽
人

が
関
東
に
下
向
し
た
（
南
谷　

二
○
○
八
）。
日
光
山
で
の
行
事
の

あ
と
、
楽
人
が
江
戸
城
に
寄
っ
て
舞
楽
を
披
露
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

が
、こ
の
よ
う
な
機
会
は
平
均
す
る
と
数
十
年
に
一
度
で
あ
る
た
め
、

幸
運
に
も
江
戸
城
舞
楽
観
覧
の
機
会
を
得
た
人
々
の
興
奮
と
期
待
は

並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
盧
朝
の
「
群
居
の
中
あ
へ
て
筆
記
な

ら
ず
」
と
い
う
記
述
は
、
混
み
合
っ
て
い
て
絵
筆
を
拡
げ
る
よ
う
な

状
態
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
江
戸
城
で
の
舞
楽

は
『
徳
川
実
紀
』
の
記
述
か
ら
、
日
時
、
楽
人
・
舞
人
名
、
曲
目
な

ど
が
確
認
で
き
る
一
三
。
し
か
し
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
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か
を
示
す
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、『
舞
楽
之
圖
』
は
そ
れ
を
視
覚

的
に
補
完
す
る
資
料
と
し
て
価
値
が
高
い
。

　

ま
た
、『
舞
楽
之
圖
』に
は
当
日
の
舞
楽
会
開
始
時
間
、舞
台
、楽
屋
、

楽
器
を
置
く
台
の
サ
イ
ズ
、
舞
人
と
伴
奏
の
楽
人
の
名
前
も
書
き
込

ま
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
演
目
の
種
類
と
舞
人
・
楽
人
名

は
、
参
加
し
た
楽
人
自
身
が
記
し
た
『
禁
裏
東
武
並
寺
社
舞
楽
之
記

　

第
十
五
冊
』（
四
天
王
寺
林
家
楽
書
類　

第
三
十
二
冊
）
一
四
な
ど

の
記
録
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
文
化
十
二
年
の
二
百
回
忌

の
時
は
、
舞
人
が
二
五
人
（
う
ち
子
供
八
人
）、
伴
奏
の
管
方
楽
人

は
三
八
人
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
管
方
楽
人
に
は
江
戸
在
住
の
紅

葉
山
楽
人
が
八
人
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
関
西
か
ら
下
向
し
た
の
は

五
五
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
舞
楽
之
圖
』
と
林
家
『
禁
裏
東
武

並
寺
社
舞
楽
之
記
』（
以
下
「
林
家
楽
書
」
と
略
す
）
で
は
楽
人
名

に
若
干
の
違
い
が
あ
る
（
後
述
）。

四
、『
舞
楽
之
圖
』
に
描
か
れ
た
シ
ー
ン

四
―
一
、
当
日
の
舞
台
配
置
と
観
客
席

　

次
に
、『
舞
楽
之
圖
』
に
描
か
れ
て
い
る
順
に
、
内
容
を
検
討
し

て
行
く
。

　

第
三
〜
五
紙
に
か
け
て
、
南
面
す
る
白
書
院
の
前
庭
に
設
置
さ
れ

た
舞
台
や
楽
器
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
一
）。
こ
の
場
面
の
特

徴
は
、
舞
台
を
中
心
に
、
そ
の
左
右
の
対
称
的
な
位
置
に
鼂
太
鼓
、

大
鉦
鼓
が
描
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
の
対
称
的
な
位
置
に
、
観
客

席
の
注
記
を
書
き
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　　

　

中
央
に
舞
台
が
あ
り
、
舞
台
上
に
屋
根
（
覆
い
屋
）
が
あ
る
。
通

常
、
祭
礼
や
法
会
で
舞
台
に
覆
い
屋
が
作
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
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い
が
、
こ
の
時
は
雨
天
に
備
え
て
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
舞
台

の
奥
（
南
側
）
に
楽
屋
、
舞
台
の
右
（
西
側
）
に
、
右
方
の
鼂
太
鼓

と
大
鉦
鼓
、
舞
台
の
左
（
東
側
）
に
左
方
の
鼂
太
鼓
と
大
鉦
鼓
が
描

か
れ
て
い
る
。
楽
屋
の
奥
と
左
右
に
は
、
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
場
面
全
体
に
「
御
正
面
ヨ
リ
見
渡
圖
」
と
題
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。
将
軍
は
白
書
院
の
中
央
に
座
し
、
南
側
の
庭
上
の
舞
楽
を
見
下

ろ
し
て
見
学
し
た
の
で
あ
る
。

　

右
方
の
鼂
太
鼓
と
大
鉦
鼓
に
は
、「
右
方
」「
臺
太
鼓
大
鉦
鼓
ト
モ

／
水
引
角
総
ト
モ
萌
黄
」、
舞
台
の
右
脇
に
は
「
御
舞
台
／
水
引
赤

角
総
紅
／
地
敷
布
萌
黄
純
子
」、
舞
台
の
奥
（
南
）、
楽
屋
に
続
く
道

に
は
「
出
口
砂
敷
之
」、左
方
の
鼂
太
鼓
と
大
鉦
鼓
に
は
「
左
方
」「
臺

太
鼓
大
鉦
鼓
ト
モ
／
水
引
赤
角
総
紅
」
と
注
記
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
右
方
鼂
太
鼓
と
大
鉦
鼓
の
右
側
（
西
側
）
と
、
左
方
鼂

太
鼓
と
大
鉦
鼓
の
左
側
（
東
側
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
観

客
席
の
説
明
が
あ
る
一
六
。
見
学
を
許
さ
れ
た
身
分
階
層
が
細
か
く

記
さ
れ
て
い
る
。

（
西
側
）

　

松
之
御
廊
下
通

　

御
三
家
鹿
流
御
譜
代
大
名
高
家
御
奏
者
番　
　
　
　
　
　

　

鳫
之
間
一
七
菊
之
間
御
縁
頬
詰
各
父
子
共

御
正
面
御
白
書
院
松
之
御
廊
下
柳
之
間
西
御
縁
御
落
縁
不
残
猩

緋
敷
詰

（
東
側
）

　

紅
葉
之
間
同
御
縁

柳
之
間
西
御
縁
通

　

諸
番
頭
諸
物
頭
布
衣
以
上
御
役
人

　

法
印
法
眼
之
御
醫
師

中
庭
の
西
側
に
は
長
い
松
之
廊
下
が
あ
り
、
松
之
廊
下
の
ち
ょ
う
ど

反
対
側
の
東
側
に
は
柳
之
間
が
あ
る
。
柳
之
間
の
北
（
白
書
院
の
帝

鑑
之
間
の
東
側
）
に
紅
葉
之
間
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
観
客
席
に
は
残

ら
ず
「
猩

緋
」
の
毛
氈
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
。

　

第
六
紙
は
文
章
の
み
で
、
舞
台
の
サ
イ
ズ
や
文
様
の
由
来
な
ど
が

説
明
さ
れ
て
い
る
。

御
白
書
院
御
縁
取
拂
御
庭
江
建
之
覆
屋
六
間
四
方
程 

御
舞

臺
五
間
四
方
程 

惣
黒
漆
朱
高
欄
真
鍮
金
具
純
子
水
引
幕
角
総

下
り 
御
舞
臺
上
地
布
萌
黄
純
子 

左
右
臺
太
皷
之
臺
弐
間
四
方
程

都
而
左
右
同
断 

左
右
大
鉦
皷
臺
壱
間
四
方
程 

御
楽
屋
横
七
間
程
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中
ニ
伶
人
出
口
有
之 

左
右
ヲ
分
ツ 

左
右
鉾
建
有
之

御
幔
幕
黒
緋
布
交
［
黒
之
方
黄
ニ
而
瓜
之
紋
／
緋
之
方
白
ニ
而
瓜

之
紋
］

　

現
代
で
も
、
舞
台
上
に
は
萌
黄
色
の
地
布
を
敷
き
、
そ
の
上
で
舞

人
が
舞
う
が
、
地
布
の
大
き
さ
は
三
間
四
方
で
、
地
布
の
縁
か
ら
舞

台
の
端
ま
で
は
半
間
程
度
の
遊
び
の
部
分
が
あ
る
。『
舞
楽
之
圖
』

に
は
「
舞
台
五
間
四
方
程
」
と
あ
り
、
絵
図
を
見
る
限
り
、
ほ
と
ん

ど
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
地
布
が
敷
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
舞
う
ス

ペ
ー
ス
自
体
が
か
な
り
広
々
と
し
て
見
え
る
。
覆
い
屋
は
さ
ら
に
そ

れ
ら
を
す
っ
ぽ
り
と
覆
う
、「
六
間
四
方
程
」
の
作
り
で
あ
っ
た
。

次
に
、

支
度
所
ハ
別
御
座
敷
に
／
あ
り
て
装
束
し
て
真
中
／
よ
り
御
舞
台

江
出
る

と
書
か
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
庭
の
南
側
の
建
物
の
一
つ
を
装
束
所

に
あ
て
て
、
着
付
け
を
し
て
か
ら
、
砂
が
敷
か
れ
た
出
入
り
口
を
通

り
、
舞
台
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

楽
屋
の
左
右
の
延
長
線
上
に
は
黒
色
と
緋
色
の
縞
模
様
の
「
御
幔

幕
」
が
つ
り
下
げ
ら
れ
た
。
幕
に
は
「
瓜
之
紋
」
の
模
様
が
つ
い
て

お
り
、
そ
の
由
来
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

往
古
乱
世
に
て
禁
裡
に
舞
楽
迚
も
な
く
舞
楽
の
諸
式
損
失
し
て
久

し
く
な
り
た
る
を
織
田
信
長
一
旦
治
国
の
時
舞
楽
御
道
具
楽
器
装

束
共
新
に
調
状
せ
し
か
は
此
功
賞
せ
ら
れ
す
へ
て
舞
楽
諸
式
の
紋

を
永
く
瓜
に
定
め
さ
せ
ら
れ
け
る
と
云

　

右
に
よ
れ
ば
、
戦
国
時
代
末
期
に
織
田
信
長
が
天
下
を
掌
握
し
た

時
に
、
失
わ
れ
た
舞
楽
道
具
な
ど
を
新
調
し
た
た
め
、
そ
の
功
を
ね

ぎ
ら
っ
て
、
舞
楽
装
束
に
織
田
家
の
家
紋
で
あ
る
木
瓜
紋
を
採
用
し

た
、
と
あ
る
。
こ
の
伝
説
の
真
偽
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
今
で
も

実
際
に
、幔
幕
や
装
束
の
袍
に
は
多
く
の
木
瓜
紋
が
使
わ
れ
て
い
る
。

四
―
二
、
舞
楽
目
録

　

第
七
紙
に
は
、
当
日
上
演
さ
れ
た
曲
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。
番

つ
が
い
ま
い舞
一
八 

ご
と
に
整
理
し
て
記
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
い
ず
れ
も
現
在
で

も
よ
く
目
に
す
る
演
目
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、〈
迦
陵
頻
〉
と
〈
胡
蝶
〉

は
し
ば
し
ば
童
舞
と
し
て
演
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
も
こ
の
二
曲
は

子
供
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
て
い
る
（
後
述
）。
つ
ま
り
、
日
光
、
江
戸
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下
向
に
は
、
楽
人
の
子
供
も
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

舞
楽
目
録
［
御
中
入
無
し
四
時
過
始
／
九
半
時
頃
相
済
］

振エ

ブ鉾
［
左
一
人
／
右
一
人
］

萬マ
ン
ザ
イ
ラ
ク

歳
楽
［
左
方
／
四
人
］	

延エ
ン
ギ
ラ
ク

喜
楽
［
右
方
／
四
人
］　

迦カ
リ
ヤ
ウ
ビ
ン

陵
頻
［
左
方
／
四
人
］	

胡コ
テ
ウ蝶
［
右
方
／
四
人
］　　

抜ハ
ト
ウ頭
［
左
方
／
一
人
］	
還ゲ
ン
ジ
ヤ
ウ
ラ
ク

城
楽
［
右
方
／
一
人
］

太タ
イ
ヘ
イ
ラ
ク

平
楽
［
左
方
／
四
人
］	
陪バ
イ
ロ臚
［
右
方
／
四
人
］　　

春シ
ユ
ン
テ
イ
ク
ワ

庭
花
［
左
方
／
四
人
］	

白ハ
ク
ヒ
ン濱
［
右
方
／
四
人
］　　

打タ
キ
ウ
ラ
ク

毬
楽
［
左
方
／
四
人
］	

狛コ
マ
ホ
コ桙
［
右
方
／
四
人
］

陵リ
ヤ
ウ
ワ
ウ
王
［
左
方
／
一
人
］	

納ナ

ソ

リ
曽
利
［
右
方
／
二
人
］

　
　
　

退
出
長チ

ヤ
ウ
ケ
イ
シ

慶
子
［
舞
無
シ
／
左
右
同
調
］

ち
な
み
に
、
江
戸
城
で
の
舞
楽
上
演
に
先
立
ち
、
日
光
山
で
四
月

十
八
日
と
十
九
日
に
行
わ
れ
た
舞
楽
は
次
の
通
り
で
あ
る（
前
掲「
林

家
楽
書
」）。

四
月
十
八
日　

日
光
山
御
神
前
御
経
供
養

振
鉾

迦
陵
頻　

胡
蝶

太
平
楽　

陪
臚

陵
王　
　

納
曽
利

　
　

退
出
長
慶
子

四
月
十
九
日　

御
神
忌
曼
荼
羅
供
舞
楽

振
鉾

萬
歳
楽　

延
喜
楽

春
庭
花　

白
濱

抜
頭　
　

還
城
楽

　
　

退
出
長
慶
子

こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
江
戸
城
で
演
じ
ら
れ
た
舞
楽
は
、
日
光

山
で
二
日
に
分
け
て
演
じ
ら
れ
た
す
べ
て
の
演
目
を
一
日
で
鑑
賞
す

る
と
い
う
贅
沢
な
番
組
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
上
演
時
間
は
意
外
に
短
か
っ
た
。
舞
楽
目
録
に

は
「
御
中
入
無
し
四
時
過
始
／
九
半
時
頃
相
済
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

中
入
（
休
憩
）
無
し
で
、「
四よ

つ
ど
き時
」
＝
朝
一
○
過
ぎ
か
ら
始
ま
り
、

「
九

こ
こ
の
つ
は
ん半
時
」
＝
午
後
一
時
頃
に
は
終
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の

で
あ
る
。三
時
間
で
一
五
曲
、一
曲
平
均
一
二
分
と
な
る
。舞
楽
曲
は
、

実
際
に
は
テ
ン
ポ
や
長
短
に
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
さ
ら
に
、
長
い
曲
も
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繰
り
返
し
を
省
く
な
ど
す
る
と
、
短
く
上
演
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
雅
楽
の
テ
ン
ポ
は
現
在
よ
り
も
早
か
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
た
め
（
寺
内　

二
○
○
二
、二
○
○
八
）、
三
時
間
で

こ
れ
だ
け
の
演
目
を
演
奏
す
る
の
も
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
限
ら
れ
た
人
数
の
中
で
異
な
る
装
束
の
舞
楽
を
次
々
と
上

演
す
る
た
め
に
は
、
舞
人
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
工
夫
が
必
要
で
あ

る
（
演
目
、
装
束
、
舞
人
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
後
述
）。

四
―
三
、
楽
器

（
一
）
左
方

太
鼓
の
図
と
注
釈

　

つ
づ
い
て
、
第
七
紙
の
末
尾
か
ら
第
十
紙
に
か
け
て
、
左
方
鼂
太

鼓
の
図
と
注
釈
が
載
っ
て
い
る
。
鼂
太
鼓
は
横
に
寝
た
向
き
に
描
か

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
楽
器
の
上
部
に
高
い
装
飾
部
分
が
あ

り
、
天
地
約
四
一
・
九
セ
ン
チ
の
料
紙
の
範
囲
で
は
縦
に
は
描
け
な

い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
鼂
太
鼓
は
、
右
か
ら
日
形
、
火
炎

の
装
飾
と
太
鼓
の
本
体
、
足
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

注
記
は
、
ま
ず
「
左
方
／
臺ダ

タ
イ
コ

太
皷
之
圖
／
正
面
よ
り
見
る
圖
也
」

と
あ
り
、
日
形
に
は
「
光
リ
中
日
輪
形
ト
モ
金
」
と
あ
る
。
鼂
太
鼓

は
な
ん
と
言
っ
て
も
美
し
く
豪
華
な
装
飾
が
目
を
惹
く
の
で
、
盧
朝

も
太
鼓
の
各
部
の
サ
イ
ズ
や
装
飾
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
細
か
く

注
記
し
て
い
る
。

太
皷
指
渡
し
七
尺
余
［
壱
枚
革
に
て
張
ル
／
駝
獣
の
皮
也
と
言
］

三
ツ
巴
惣
金
漆
繪　

都
而
雌
黄
に
彩
色
所
ハ
金
也

囲
ミ
高
サ
壱
丈
五
六
尺　

横
壱
丈
余　

臺
足
よ
り
光
リ
迄
惣
高
サ

弐
丈
五
六
尺

囲
ミ
寶
珠
雲
龍
高
彫
雲
げ
ん
だ
ミ
極
彩
色　

臺
足
黒
塗

水
烟
朱
へ
り
金

太
皷
胴
銀
地
ニ
雲
龍
胴
高
サ
四
尺
余

し
ら
べ
紅
白
な
ひ
交

撥
黒
塗
真
鍮
金
具

ま
た
興
味
深
い
の
は
次
の
記
述
で
あ
る
。

　

此
臺
太
皷

　
　

禁
裡　

日
光　

四
天
王
寺
右
三
ケ
所
の
外
ニ
ハ
無
之
と
言

こ
の
時
、
江
戸
城
で
用
い
ら
れ
た
鼂
太
鼓
は
日
光
山
の
も
の
だ
っ
た
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の
か
も
し
れ
な
い
一
九
。
ち
な
み
に
、
実
際
に
は
、
右
の
三
箇
所
の

他
に
も
鼂
太
鼓
を
所
有
す
る
寺
社
は
あ
る
二
〇
。

（
二
）
右
方

太
鼓
の
図
と
注
釈

　

第
十
一
〜
十
三
紙
に
か
け
て
は
、
右
方
の
鼂
太
鼓
が
描
か
れ
て
い

る
。
左
方
と
同
様
、
横
に
寝
た
状
態
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
右

方
／
臺
太
皷
之
圖
／
正
面
よ
り
見
る
圖
也
」
と
「
光
り
中
月
形
ト
モ

銀
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
右
方
鼂
太
鼓
は
、
鼓
面
の
模
様
が
二
つ

巴
で
あ
る
こ
と
と
、
火
炎
の
装
飾
に
鳳
凰
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
除
け
ば
、
左
方
鼂
太
鼓
と
様
式
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
次

の
よ
う
に
注
記
も
簡
略
で
あ
る
。

都
而
大
サ
等
左
方
同
断 

但
弐
ツ
巴
惣
金
漆
繪

囲
ミ
模
様
寶
珠
雲
雌
雄
鳳
凰
其
外
左
方
ニ
同

　

太
皷
胴
銀
地
雲
鳳
凰

（
三
）
左
方
大
鉦
鼓
の
図
と
注
釈

　

第
十
四
〜
十
五
紙
に
は
左
方
の
大
鉦
鼓
の
図
が
あ
る
。
こ
ち
ら
も

サ
イ
ズ
な
ど
が
細
か
く
注
釈
に
書
か
れ
て
い
る
。
左
方
大
鉦
鼓
と
右

方
大
鉦
鼓
は
形
、
サ
イ
ズ
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
と
、
右
方
大
鉦
鼓
の

装
飾
は
右
方
鼂
太
鼓
と
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
右
方
大
鉦
鼓
の
図

は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　

大ダ
イ
シ
ヤ
ウ
ゴ

鉦
皷
之
圖
［
左
方　

但
伶
家
ニ
シ
ヤ
ウ
ゴ
と
唱
ふ
］

　

鉦
皷
指
渡
シ
壱
尺
計
回
り
囲
ミ

　

高
サ
六
尺
幅
三
尺
余

　

模
様
都
而
太
皷
ト
同
様

　

但
光
無
之

　

右
方
モ
同
断

　
　

但
模
様
等
ハ
右
方
鼂
太
皷
之
通
故
畧
之

（
四
）

太
鼓
本
体
の
図

　

第
十
六
紙
の
鼂
太
鼓
本
体
の
図
は
、
日
形
や
火
炎
を
は
ず
し
た
、

太
鼓
の
皮
と
胴
の
部
分
と
撥
二
本
が
描
か
れ
て
い
る
。「
鼂
太
鼓
」

の
「
鼂
」
の
文
字
の
横
に
「
臺
也
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
ま
た
「
鼂

太
鼓
全
躰
之
圖
［
左
方
］　

撥
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
右
下
に
、「
壱

枚
革
に
て
張
る　

駝
獣
の
皮
也
と
云
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
胴
体
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部
分
に
つ
い
て
さ
ら
に
、「
胴
ハ
銀
地
雲
龍
［
右
方
ハ
鳳
凰
也
］
／

胴
の
高
サ
四
尺
計
［
し
ら
べ
紅
白
な
い
交
／
太
サ
井
戸
縄
の
如
し
］」

と
い
う
説
明
が
あ
る
。
図
で
は
、
鼓
面
を
締
め
る
縄
（
調
緒
）
に
数

十
本
の
細
い
棒
が
差
し
込
ま
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
し
ら
べ
に
力
木
迚
長
サ
壱
尺
計
の
木
を
／
左
右

七
拾
本
拗
込
有
之
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
調
緒
に
木
の
棒
や
楔
を

挟
み
込
ん
で
鼓
面
の
張
力
を
調
節
す
る
方
法
は
、
世
界
中
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
の
打
楽
器
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

（
五
）
鳥
兜
と
鞨
鼓

　

第
十
七
紙
に
は
、
舞
人
、
楽
人
が
装
着
す
る
鳥
兜
（
左
方
と
右
方
）

と
左
方
唐
楽
に
用
い
る
鞨
鼓
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
鳥
兜
は
左
方

と
右
方
で
形
や
デ
ザ
イ
ン
は
同
じ
で
あ
る
が
、
配
色
が
異
な
る
。
注

記
は
「
左
方
鳥
兜
／
惣
体
赤
重
子
／
萌
黄
金
紋
」、「
右
方
鳥
兜
／
惣

体
萌
黄
重
子
／
赤
金
紋
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
鞨
鼓
に
は
、「
鞨

皷　

左
方
ニ
而
用
ル
／
右
方
ハ
三
ツ
ノ
皷
也
／
始
圖
ニ
出
ス
」
と
あ

る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
右
方
ハ
三
ツ
ノ
皷
也
／
始
圖
ニ
出

ス
」
と
い
う
注
記
で
あ
る
。「
始
圖
ニ
出
ス
」
と
は
、
こ
こ
以
前
に

す
で
に
三
ノ
鼓
の
図
が
出
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
で
あ
る

が
、第
十
七
紙
以
前
で
三
ノ
鼓
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
は
な
い
。『
舞

楽
之
圖
』
で
三
ノ
鼓
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
じ
つ
は
後
方
の
第

三
十
二
〜
三
十
四
紙
で
、
五
人
の
楽
人
が
演
奏
し
て
い
る
楽
屋
の
図

で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
筆
頭
格
の
老
人
が
演
奏
し
て
い
る
の
が
三
ノ

鼓
で
あ
る
。
注
記
に
も
「
下
ノ
圖
ニ
テ
ハ
右
方
ニ
用
ル
三
ノ
皷
ニ
テ

左
方
ニ
非
ス
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
現
在
の
第
十
七
紙
の
鳥
兜
と

鞨
鼓
の
図
は
当
初
は
も
っ
と
後
ろ
に
あ
っ
た
か
、
現
在
の
第
三
十
二

〜
三
十
四
紙
の
楽
屋
の
図
が
当
初
は
も
っ
と
前
に
あ
っ
た
か
の
ど
ち

ら
か
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
鳥
兜
と
鞨
鼓
の
図
は
楽
屋
の
図

よ
り
も
後
ろ
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と

に
、『
舞
楽
之
圖
』
と
酷
似
す
る
東
京
国
立
博
物
館
『
舞
楽
楽
器
之
圖
』

で
は
、
絵
巻
の
最
後
の
方
の
楽
屋
の
図
の
直
後
に
鳥
兜
と
鞨
鼓
の
図

が
描
か
れ
て
い
る
。

四
―
四
、
演
目

（
一
）
振
鉾

　

次
に
、
五
月
十
四
日
に
江
戸
城
で
実
際
に
演
じ
ら
れ
た
舞
楽
の
図

が
続
い
て
い
く
。
第
十
八
〜
十
九
紙
に
は
舞
楽
会
の
最
初
に
演
じ
ら

れ
る
〈
振
鉾
〉
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
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振ふ
り
ほ
こ鉾
［
左
方
壱
人
／
右
方
壱
人
］
但
伶
家
に
振エ
ン
フ鉾
と
唱
ふ

と
い
う
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な
説
明
が
あ
り
、
次
に
配
役
が
書
か
れ
て

い
る
。

　

左　

辻
左
近
将
曹
近
信

　

右　

林
日
向
守
廣
猶

実
際
の
絵
図
に
は
、
赤
い
袍
を
着
け
て
鉾
を
持
つ
左
方
〈
振
鉾
〉
の

舞
人
一
人
と
（
第
十
八
紙
）、青
い
袍
を
着
け
て
鉾
を
持
つ
右
方
〈
振

鉾
〉
の
舞
人
一
人
（
第
十
九
紙
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
左

方
〈
振
鉾
〉
の
舞
人
の
上
に
〈
萬
歳
楽
〉
の
説
明
が
、右
方
〈
振
鉾
〉

の
舞
人
の
上
に
〈
延
喜
楽
〉
の
説
明
が
続
け
て
記
述
さ
れ
て
い
て
、

あ
た
か
も
左
方
〈
振
鉾
〉
が
〈
萬
歳
楽
〉
の
図
、
右
方
〈
振
鉾
〉
が

〈
延
喜
楽
〉
の
図
の
よ
う
に
見
え
て
、
こ
の
配
置
に
は
大
き
な
問
題

が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
第
十
八
紙
と
第
十
九
紙
に
は
実
際

に
は
〈
萬
歳
楽
〉
と
〈
延
喜
楽
〉
の
図
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
二
一
。『
舞
楽
之
圖
』
で
は
、
後
方
の
第
二
十
九
紙
と
三
十
紙
に
補

足
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
、
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
た
注
記
と
と
も

に
〈
萬
歳
楽
〉
と
〈
延
喜
楽
〉
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
東
京

国
立
博
物
館
『
舞
楽
楽
器
之
圖
』
に
は
こ
の
部
分
が
無
く
、
結
果
と

し
て
、『
舞
楽
楽
器
之
圖
』
は
〈
萬
歳
楽
〉
と
〈
延
喜
楽
〉
の
図
を

欠
い
て
い
る
二
二
。

（
二
）
萬
歳
楽
の
注
記

　

第
十
八
紙
の
〈
萬
歳
楽
〉
の
注
記
で
は
、
ま
ず
タ
イ
ト
ル
と
簡
単

な
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
装
束
の
色
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
と
当
日
の

舞
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

萬は
ん
ぜ
い
ら
く

歳
楽
［
左
方
／
弐
人
／
四
人
也
］
但
伶
家
に
萬マ
ン
ザ
イ
ラ
ク

歳
楽
と
唱
ふ

左
方
之
袍
／
何
も
赤
／
朱
仕
立
と
／
あ
れ
共
見
／
え
る
処
何
も
／

に
び
色
ニ
／
見
ゆ
る

窪
左
近
将
監
近
兄

辻
左
近
将
曹
近
信

奥
丹
波
守
好
古

奥
左
近
将
曹
好
文

盧
朝
が
見
た
左
方
の
袍
が
「
見
え
る
処
何
も
に
び
色
ニ
見
ゆ
る
」
と

い
う
の
は
不
審
で
あ
る
。
鈍
色
、
す
な
わ
ち
青
み
が
か
っ
た
鼠
色
は
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右
方
舞
人
の
袍
の
色
で
あ
り
、
盧
朝
が
、〈
延
喜
楽
〉
の
演
舞
を
〈
萬

歳
楽
〉
の
そ
れ
と
取
り
違
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
三
）
延
喜
楽
の
注
記

　

第
十
九
紙
に
は
、
左
方
の
〈
萬
歳
楽
〉
と
対
を
な
す
右
方
〈
延
喜

楽
〉
の
説
明
が
書
か
れ
て
い
る
。〈
萬
歳
楽
〉
と
同
様
に
、タ
イ
ト
ル
、

装
束
の
色
の
説
明
と
配
役
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

延え
ん
ぎ
ら
く

喜
楽
［
右
方
／
弐
人
／
四
人
也
］

右
方
の
袍
ハ
萌
黄
／
薄
藍
色

あ
り
と
云

林
日
向
守
廣
猶

多
大
和
守
久
敬

林
雅
楽
助
廣
好

多
飛
騨
守
忠
同

（
四
）
迦
陵
頻

　

第
二
十
紙
に
は
、
童
舞
の
〈
迦
陵
頻
〉
が
描
か
れ
て
い
る
。
タ
イ

ト
ル
、
装
束
、
配
役
、
そ
の
他
の
コ
メ
ン
ト
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

四
人
舞
で
あ
る
が
、
前
向
き
と
後
ろ
向
き
の
二
人
だ
け
が
描
か
れ
て

い
る
。〈
迦
陵
頻
〉
と
〈
胡
蝶
〉
は
番
舞
で
、
と
も
に
背
中
に
美
し

い
多
色
彩
の
羽
を
つ
け
る
の
で
、
後
ろ
向
き
の
姿
が
好
ま
れ
る
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、『
舞
楽
之
圖
』
の
〈
迦
陵
頻
〉
の
羽
は
本
物
の
鳥

の
羽
の
よ
う
な
、
や
や
地
味
な
色
、
一
色
で
描
か
れ
て
お
り
、
通
常

の
装
束
と
異
な
っ
て
い
る
の
が
不
審
で
あ
る
。

迦か
れ
う
び
ん

陵
頻
［
左
方
／
四
人
］

袍
朱
金
紋

窪
左
近
将
曹
近
俊

辻
操
千
代
則
賢

芝
右
近
将
曹
葛
永

久
保
左
近
将
曹
近
保

天
冠
今
少
し
高
く
蕨
の
如
き
物
／
回
り
に
あ
り

最
後
の
「
天
冠
今
少
し
高
く
蕨
の
如
き
物
回
り
に
あ
り
」
と
い
う
コ

メ
ン
ト
は
、
先
に
こ
の
図
が
完
成
し
て
い
て
、
舞
楽
を
実
見
し
た
際

に
実
物
と
の
差
異
を
発
見
し
、
後
に
書
き
込
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
。

実
際
に
、〈
迦
陵
頻
〉
の
後
向
き
の
舞
人
の
ポ
ー
ズ
は
橘
守
国
の
『
絵
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本
通
宝
志
』
の
そ
れ
に
よ
く
似
て
お
り
、
こ
れ
を
も
と
に
舞
楽
を
見

る
以
前
に
図
（
の
下
絵
）
が
完
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

（
五
）
胡
蝶

　

第
二
十
一
紙
に
は
、〈
迦
陵
頻
〉
と
番
舞
の
〈
胡
蝶
〉
が
描
か
れ

て
い
る
。
舞
人
は
一
人
だ
け
描
か
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
童
舞
で
あ

る
。胡こ

て
う蝶
［
右
方
／
四
人
］

東
儀
阿
波
介
文
信

安
倍
元
千
代
季
梁

東
儀
薩
摩
介
季
誕

多
茂
次
郎
忠
以

（
六
）
抜
頭

　

第
二
十
二
紙
に
は
、走は

し
り
ま
い舞（
一
人
舞
）の〈
抜
頭
〉が
描
か
れ
て
い
る
。

〈
抜
頭
〉
は
唐
楽
の
伴
奏
で
、
例
外
的
に
左
舞
、
右
舞
ど
ち
ら
に
も

配
し
て
舞
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
舞
楽
会
で
は
〈
抜
頭
〉
を
左

舞
と
し
、
次
の
〈
還
城
楽
〉
を
右
舞
と
し
て
対
に
し
て
い
る
。
ど
ち

ら
も
、
面
を
着
け
て
舞
う
の
で
、
装
束
、
面
に
関
す
る
注
記
が
多
い
。

抜バ
と
う頭
［
左
方
／
壱
人
］
但
面
髪
毛
紺
糸
に
て
腮
迄
／
は
ら
り
と
下

ル面
朱
髪
紺
青
／
ば
ち
金
／
面
帽
子
朱
金
紋
／
打
き
せ
／
け
つ
て
き

の
袍
／
さ
し
ぬ
き
／
薄
色
金
小
紋
／
い
つ
れ
も
下
着
白

芝
備
前
守
葛
保

芝
葛
保
は
楽
人
の
記
録
で
は
「
葛
泰
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
七
）
還
城
楽

　

第
二
十
三
紙
に
描
か
れ
て
い
る
。〈
抜
頭
〉
と
同
様
、
唐
楽
伴
奏

の
一
人
舞
で
あ
る
が
、
左
方
、
右
方
の
ど
ち
ら
に
も
配
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

還け
ん
し
や
う
ら
く

城
楽
［
右
方
／
壱
人
］　　
　

東
儀
肥
後
介
季
邑

面
朱
眼
の
中
歯
白
／
紐
朱
面
帽
子
朱
金
紋
錦
仕
立
／
打
き
せ
朱
金



25

紋
／
に
し
き
仕
立
／
へ
り
緑
青
金
ニ
て
／
星
を
三
ツ
つ
ゝ
か
く
／

芥
先
朱
本
白
／
石
帯
金
／
袍
朱
／
瓜
の
紋
緑
黄
／
紫
白
群
青
／
な

ら
ひ
あ
り
／
地
金
紋
口
傳
／
裾
同
前
／
奴
袴
朱
生
ゑ
ん
し
具
金
紋

／
絲
鞋
白

　
〈
還
城
楽
〉
の
右
の
説
明
は
、橘
守
国
の
『
絵
本
通
宝
志
』
の
〈
還

城
楽
〉
の
説
明
と
酷
似
し
て
お
り
、
同
書
か
ら
注
記
を
引
用
し
た
可

能
性
が
高
い
。

（
八
）
太
平
楽

　

第
二
十
四
〜
二
十
五
紙
に
か
け
て
〈
太
平
楽
〉
が
描
か
れ
て
い
る
。

〈
太
平
楽
〉
は
、鎧
、兜
を
着
し
、太
刀
、鉾
な
ど
も
身
に
つ
け
る
「
武

の
舞
」
の
最
も
装
備
の
重
い
舞
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
意
外
に
も
装
束

の
詳
細
に
つ
い
て
は
注
記
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
由
来
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
て
い
る
。
本
来
四
人
舞
で
あ
る
が
、
絵
図
に
は
一
人
だ
け
、

正
面
向
き
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

太た
い
へ
い
ら
く

平
楽
［
秦し
ん
ワ
う
は
ぢ
ん
ら
く

王
破
陣
楽
共
言
／
左
方
四
人
］

　

始
鉾
ト
楯
二
三
ト
ヲ
持
／
後
劔

　

同
形
四
人
舞

但
太
平
楽
舞
ハ
傳
リ
テ
装
束
ハ
／
傳
ハ
ラ
ズ
秦
王
破
陣
楽
ハ
装
束

／
傳
ハ
リ
テ
舞
ハ
絶
テ
傳
ハ
ラ
ス
此
／
故
ニ
破
陣
楽
ノ
装
束
ニ
テ

／
太
平
楽
ノ
舞
フ
也
／
尓
レ
ハ
破
陣
楽
ト
ハ
不
言

　

窪
左
近
将
監
近
兄

　

辻
左
近
将
曹
近
信

　

窪
右
近
将
監
近
満

　

奥
左
近
将
曹
好
文

（
九
）
陪
臚
、
春
庭
花
、
白
濱
（
曲
名
の
み
）

　

第
二
十
四
紙
に
は
、〈
太
平
楽
〉
の
説
明
に
引
き
続
き
、〈
太
平
楽
〉

の
絵
図
の
上
部
に
〈
陪
臚
〉〈
春
庭
花
〉〈
白
濱
〉
の
曲
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
盧
朝
は
何
ら
か
の
事
情
で
こ
の
三
曲
を
見
学
し

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

陪ば
い
ろ臚
［
右
方
］

　

春し
ゅ
ん
て
い
く
わ

庭
花
［
左
方
］

　

白は
く
ひ
ん濱
［
右
方
］

　

右
三
番
ハ
不
見
／
畧
之
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（
一
〇
）
打
球
楽

　

第
二
十
五
紙
に
は
〈
打
毬
楽
〉（『
舞
楽
之
圖
』
で
は
「
打
球
楽
」

と
し
て
い
る
）
が
描
か
れ
る
。〈
打
毬
楽
〉
は
四
人
舞
だ
が
、
途
中
、

一
臈
だ
け
が
毬ぎ

っ
ち
ょ
う杖と
い
う
杖
で
玉
を
掻
き
寄
せ
る
よ
う
な
仕
草
を
す

る
部
分
が
あ
る
舞
楽
で
あ
る
。
盧
朝
は
「
た
ぎ
ゅ
う
ら
く
」
と
い
う

曲
名
の
発
音
に
つ
い
て
注
記
を
つ
け
て
い
る（「
た
」が
清
音
で「
ぎ
」

が
濁
音
）。
こ
の
絵
巻
で
は
、
毬
杖
を
持
つ
舞
人
一
人
の
後
ろ
姿
が

描
か
れ
て
い
る
。
通
常
、〈
打
毬
楽
〉
の
装
束
は
、
袍
の
上
に
金
蘭

縁べ
り

の
裲
襠
を
つ
け
る
が
、
こ
の
絵
図
で
は
毛
縁
の
裲
襠
に
描
か
れ
て

お
り
、
不
審
で
あ
る
。

打だ
き
う
ら
く

球
楽
［
左
方
／
弐
人
／
四
人
也
］
伶
家
に
打タ
ギ
ウ
ラ
ク

毬
楽
と
唱
ふ
／
上

清
下
濁
音

杖
ハ
／
ギ
ツ
チ
ヤ
ウ
／
と
言

窪
右
近
将
監
近
満

窪
左
近
将
監
近
兄

窪
陸
奥
守
近
義

奥
丹
波
守
好
古

（
一
一
）
狛
桙

　

第
二
十
六
紙
に
は
〈
狛
桙
〉
が
描
か
れ
る
。〈
打
毬
楽
〉
の
番
舞

と
さ
れ
て
い
る
。
手
に
長
い
棹
を
持
っ
て
足
を
挙
げ
る
ポ
ー
ズ
の
舞

人
が
一
人
描
か
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
、〈
打
毬
楽
〉
と
同
様
、
本

来
は
袍
の
上
に
金
蘭
縁
の
裲
襠
を
つ
け
る
が
、
こ
の
絵
図
で
は
毛
縁

の
裲
襠
に
描
か
れ
て
お
り
、不
審
で
あ
る
。
桙
と
い
う
字
の
左
に「
鉾

也
」
と
注
記
が
あ
る
。

　

狛こ
ま
ほ
こ桙
［
右
方
／
弐
人
／
四
人
也
］

　

多
大
和
守
久
敬

多
飛
騨
守
忠
同

多
周
防
守
忠
勇

東
儀
河
内
守
文
暉

（
一
二
）
陵
王

　

第
二
十
七
紙
に
描
か
れ
て
い
る
〈
陵
王
〉
は
左
舞
の
一
人
舞
の
代

表
的
な
演
目
で
、
現
在
で
も
最
も
演
じ
ら
れ
る
頻
度
が
高
い
舞
で
あ

る
。
頭
上
に
龍
の
彫
刻
を
施
し
た
仮
面
を
つ
け
、
毛
縁
の
裲
襠
装
束
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を
着
け
る
。

　

陵れ
う
わ
う王
［
左
方
／
壱
人
］

　

面
金
眼
同
／
袍
朱
／
冠
龍
鞭
金

　

辻
左
近
将
曹
近
信

（
一
三
）
納
蘇
利

　

第
二
十
八
紙
に
描
か
れ
て
い
る
〈
納
蘇
利
〉（
納
曽
利
と
も
）
は

〈
陵
王
〉
の
番
舞
で
、
こ
ち
ら
も
上
演
頻
度
が
高
い
。
青
く
彩
色
し

た
仮
面
を
被
り
、毛
縁
の
裲
襠
装
束
を
着
け
る
。「
納
蘇
利
」
の
「
蘇
」

の
字
に
、「
曽
ト
モ
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。

納
蘇
利　
［
右
方
／
二
人
］

　　

面
紺
青
／
髪
髭
白
／
眼
金
／
撥
ハ
銀

　

林
雅
楽
助
廣
好

　

林
摂
津
守
廣
濟

（
一
四
）
萬
歳
楽

　

第
二
十
九
紙
に
は
〈
萬
歳
楽
〉
の
舞
人
一
人
が
描
か
れ
る
。
す
で

に
述
べ
た
通
り
、
上
演
の
順
番
と
し
て
は
、〈
萬
歳
楽
〉
は
〈
振
鉾
〉

の
直
後
に
あ
る
の
で
、
こ
の
絵
巻
で
も
曲
名
と
配
役
な
ど
に
つ
い
て

は
〈
振
鉾
〉
の
直
後
に
記
さ
れ
て
い
る
（
第
十
八
紙
）。
し
か
し
、

絵
図
は
欠
け
て
い
た
。
そ
の
欠
け
た
絵
図
を
補
っ
て
、
改
め
て
描
い

た
の
が
こ
の
図
と
考
え
ら
れ
る
。
注
記
は
第
十
八
紙
と
異
な
り
、
画

面
の
余
白
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
詳
細
を
極
め
て
い
る
。

　

萬ま
ん
ざ
い
ら
く

歳
楽　

左
方
［
四
人
／
古
圖
者
六
人
］

同
装
束
ニ
而
四
人
之
時
ハ
二
人
宛
二
行
／
六
人
之
時
ハ
三
人
宛
二

行
向
モ
同
様
ニ
而
／
舞
姿
不
残
同
形
也

都
而
平
舞
之
／
装
束
ハ
何
舞
／
ニ
而
も
袍
打
着
／
直
垂
鳥
兜
其
外

／
色
地
紋
等
／
違
事
無
シ
／
左
右
共
／
極
有
也

楽
人
モ
直
垂
無
之
計
／
余
ハ
違
事
無
之
／
但
楽
人
ハ
臑
當
モ
ナ
シ

裾
重
子
ハ
下
朱
上
ロ
ク
ニ
テ
モ
／
ヨ
シ
左
右
同
断

此
色
彩
都
而
雌
黄
／
雌
黄
具
ノ
所
ハ
／
金
泥
／
袍
紋
菱
平
ハ
／
雌
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黄
也

袖
ヘ
リ
朱
／
但
セ
ウ
エ
ン
ニ
テ
菱
ヲ
カ
ク
モ
ア
ア
リ

左
方
ノ
袍
地
白
菱
／
之
紋
圖
之
如
ク
鳶
也
／
ウ
ン
ケ
ン
外
菱
雌
黄

／
花
朱
ウ
ン
ケ
ン
金
テ
イ
／
ク
ゝ
リ
葉
ロ
ク
セ
ウ
／
惣
地
唐
草
銀

テ
イ

打
着
地
黒
金
泥
／
ニ
テ
圖
之
如
ク
菱
ヘ
リ
／
朱
金
紋

糸
沓
白
／
臑
当
／
圖
之
如
ク
色
取
／
ヘ
リ
ロ
ク
中
朱
ナ
リ
／
紋
金

或
は
コ
フ
ン
／
草
ノ
シ
ル
カ
キ
入

直
垂
赤
五
色
或
ハ
三
色
ニ
テ
／
瓜
之
散
紋

袴
地
白
銀
テ
イ
ニ
テ
／
瓜
ニ
霰
左
右
同
様

（
一
五
）
延
喜
楽

　

第
三
十
紙
に
は
〈
延
喜
楽
〉
の
舞
人
一
人
が
描
か
れ
て
い
る
。〈
萬

歳
楽
〉
と
同
様
、
第
十
九
紙
で
省
略
さ
れ
て
い
た
絵
図
を
改
め
て
描

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
注
記
は
大
変
詳
し
い
。

同
装
束
ニ
而
四
人
之
時
ハ
二
人
宛
二
行

六
人
之
時
ハ
三
人
宛
二
行
／
舞
姿
向
モ
不
残
同
形
／
楽
人
モ
装
束

同
様

但
右
方
之
直
垂
ハ
萌
黄
／
ロ
ク
セ
ウ
ニ
而
仕
立
ル
モ
ア
リ
／
ロ
ク

セ
ウ
仕
立
ナ
レ
ハ
紋
取
合
／
差
略
ア
ル
ヘ
シ

袖
ヘ
リ
左
方
同
断
／
右
方
之
袍
地
白
菱
之
紋
／
圖
ノ
如
ク
群
青
ウ

ン
ケ
ン
／
外
菱
中
ノ
花
左
方
同
断
／
惣
地
唐
草
銀
泥

打
着
地
黒
銀
泥
ニ
而
／
圖
ノ
如
ク
菱
ヘ
リ
／
ロ
ク
セ
ウ
金
紋

直
垂
藍
［
或
ハ
コ
ン
セ
ウ
／
ク
ン
ゼ
ウ
ウ
ス
ク
］
／
又
ハ
ロ
ク
セ

ウ
／
五
色
三
色
ニ
テ
／
瓜
散
シ
紋

糸
沓
白
／
臑
當
／
圖
ノ
如
ク
へ
リ
／
朱
中
ロ
ク
セ
ウ
／
紋
ハ
左
方

同
断

延え
ん
ぎ
ら
く

喜
楽　

右
方
［
四
人
／
古
圖
ハ
六
人
］

色
分
地
紋
等
之
定
法
ヲ
見
ル
為
ニ
草
忽
ニ
彩
色
者
也
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こ
こ
ま
で
、
様
々
な
舞
楽
の
描
写
を
見
て
来
た
が
、
こ
こ
で
舞
楽

装
束
の
用
語
に
言
及
し
た
い
。
盧
朝
の
コ
メ
ン
ト
は
舞
楽
装
束
の
用

語
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
先
行
す
る
資
料
が
複
数

あ
り
、
用
語
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。
舞
楽
の

前
半
、〈
振
鉾
〉〈
迦
陵
頻
〉〈
胡
蝶
〉
の
あ
た
り
ま
で
に
出
て
く
る

の
は
、「
袍
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
襲
装
束
や
蛮
絵
装
束
で
一
番
上

に
着
る
薄
い
衣
の
こ
と
で
あ
る
。
左
方
で
は
朱
、
右
方
で
は
萌
黄
ま

た
は
鈍
色
が
一
般
的
で
あ
る
。
表
面
に
さ
ま
ざ
ま
な
色
で
瓜
紋
な
ど

の
刺
繍
が
施
さ
れ
て
い
る
。〈
抜
頭
〉〈
還
城
楽
〉（
裲
襠
装
束
）
で

出
て
く
る
の
が
、「
打
き
せ
（
打
着
）」「
指さ

し
ぬ
き貫
」「
奴ぬ
ば
か
ま袴
」
な
ど
の
語

で
あ
る
。〈
還
城
楽
〉
の
「
打
着
」
に
は
「
打
き
せ
朱
金
紋　

に
し

き
仕
立　

へ
り
緑
青
金
ニ
て
星
を
三
ツ
つ
ゝ
か
く
」
と
い
う
説
明
が

あ
り
、
袍
の
上
に
着
る
貫
頭
衣
の
よ
う
な
「
裲り

ょ
う
と
う襠」
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
「
打
着
」
が
、〈
萬
歳
楽
〉
と
〈
延
喜

楽
〉（
第
二
十
九
〜
三
十
紙
）（
襲
装
束
）
で
は
「
打
着
地
黒
金
（
銀
）

泥
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
現
在
「
半は

ん
ぴ臂

」
と
呼
ば
れ
て
い

る
腰
あ
た
り
ま
で
の
短
い
チ
ョ
ッ
キ
の
よ
う
な
衣
を
指
す
と
思
わ
れ

る
。〈
抜
頭
〉
で
「
指
貫
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
袴
は
、
足
首
の
と
こ

ろ
で
裾
を
括
る
袴
の
こ
と
で
、同
じ
も
の
を〈
還
城
楽
〉で
は「
奴
袴
」

と
表
記
し
て
い
る
。
同
じ
も
の
に
異
な
る
呼
称
を
使
用
し
て
い
る
の

は
、
情
報
の
出
所
が
異
な
る
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、〈
萬
歳

楽
〉
と
〈
延
喜
楽
〉（
第
二
十
九
〜
三
十
紙
）
で
出
て
く
る
「
直ひ

た
た
れ垂
」

は
、
説
明
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
前
半
の
舞
楽
で
「
袍
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
も
の
で
、
こ
こ
で
も
用
語
の
不
統
一
が
起
っ
て
い
る
。
ま

た
、逆
に
第
二
十
九
〜
三
十
紙
で
「
袍
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、

「
左
方
ノ
袍
地
白　

菱
之
紋
圖
之
如
ク
鳶
也
」（〈
萬
歳
楽
〉）、「
右
方

之
袍
地
白　

菱
之
紋
圖
ノ
如
ク
群
青
」（〈
延
喜
楽
〉）
と
い
う
説
明

か
ら
す
る
と
、
今
日
「
下し

た
が
さ
ね襲」
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
袍
の
下
に
着
る

白
地
の
厚
い
絹
の
衣
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。襲
装
束
の「
臑す

ね
あ
て當
」は
、

今
日
で
は
「
踏ふ

が
け懸
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
舞
楽
之
圖
』

の
装
束
の
説
明
に
は
、
複
数
の
情
報
源
に
依
拠
し
て
い
る
故
の
、
用

語
の
不
統
一
（
混
乱
）
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

四
―
五
、
楽
人
と
楽
屋

（
一
）
鼂
太
鼓
を
打
つ
楽
人

　

第
三
十
一
紙
に
は
、
鼂
太
鼓
の
前
に
立
ち
、
鼓
面
を
打
つ
楽
人
が

描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
、す
で
に
本
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

『
絵
本
通
宝
志
』
の
鼂
太
鼓
を
打
つ
楽
人
と
似
て
い
る
が
、『
絵
本
通

宝
志
』
で
は
楽
人
が
座
っ
て
打
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
舞
楽
之
圖
』

で
は
、
楽
人
は
立
っ
て
い
る
（
本
田 

二
○
一
六
：
二
三
）。
以
下
の
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よ
う
な
注
記
が
あ
る
。

　

装
束
ハ
伶
人
何
も
同
様
一
對
也

　

此
彩
色
ハ
ア
シ
ゝ

（
二
）
楽
屋

　

第
三
十
二
〜
三
十
四
紙
に
か
け
て
楽
屋
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
ち
ら
も
、
す
で
に
本
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
絵
本
通
宝
志
』

の
楽
屋
の
図
と
酷
似
し
て
い
る
が
、
顔
の
角
度
な
ど
は
微
妙
に
異

な
っ
て
い
る
（
本
田 

二
○
一
六
：
二
三
）。『
絵
本
通
宝
志
』
か
ら

の
引
用
に
つ
い
て
は
、
盧
朝
も
次
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
言
及
し
て

い
る
。

楽
屋
［
左
方
］

通
寶
志
に
橘
守
國
が
／
圖
し
た
る
と
見
え
る
所
／
た
か
ふ
事
な
し

依
て
其
／
圖
之
趣
を
以
模
冩
す
る
／
も
の
な
り
／
但
右
方
も
同
断

也但
左
方
ハ
／
打
キ
セ
の
／
へ
り
赤
シ
／
右
方
ハ
下
の
／
通
り
也

後
ロ
ハ
舞
／
楽
伶
人
の
／
舞
候
し
を
／
画
し
た
る
／
金
御
屏
風
／

な
り

但
楽
頭
／
ト
テ
モ
装
／
束
差
別
ナ
ク
／
皆
一
同
也

鳥
兜
／
左
右
／
極
リ
ノ
／
色
ナ
リ
／
別
ニ
記

下
ノ
圖
／
ニ
テ
ハ
右
／
方
ニ
用
ル
／
三
ノ
皷
ニ
テ
／
左
方
ニ
非
ス

左
方
ハ
／
鞨
皷
ニ
テ
／
胴
大
キ
ク
／
直
ク
也

楽
人
一
方
廿
人
程
ニ
テ
左
右
に
て
ハ
／
四
拾
人
程
故
居
並
所
圖
の

如
ク
な
ら
す
／
是
ハ
楽
人
の
形
の
ミ
也

　

右
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
盧
朝
は
守
国
の
『
絵
本
通
宝
志
』
の
楽
屋

の
図
を
引
用
し
て
五
人
の
楽
人
を
描
い
た
。
右
か
ら
三
ノ
鼓
を
打
つ

「
楽
頭
」
と
注
記
さ
れ
た
老
人
、横
笛
奏
者
（
一
人
）、篳
篥
奏
者
（
二

人
）、笙
奏
者
（
一
人
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
「
楽
屋
［
左

方
］」
と
な
っ
て
い
る
が
、
楽
頭
の
演
奏
す
る
鼓
の
胴
は
、
明
ら
か

に
右
方
高
麗
楽
で
用
い
る
三
ノ
鼓
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
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盧
朝
は
、「
下
ノ
圖
ニ
テ
ハ
右
方
ニ
用
ル
三
ノ
皷
ニ
テ
、左
方
ニ
非
ス
。

左
方
ハ
鞨
鼓
ニ
テ
、
胴
大
キ
ク
直
ク
也
」
と
注
記
を
入
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
三
ノ
鼓
に
関
し
て
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
十
七
紙

の
鞨
鼓
の
説
明
の
中
に
「
右
方
ハ
三
ツ
ノ
皷
也
。
始
圖
ニ
出
ス
」
と

あ
り
、
こ
の
楽
屋
の
図
の
方
が
、
鞨
鼓
の
説
明
よ
り
前
に
来
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
東
京
国
立
博
物
館
『
舞
楽

楽
器
之
圖
』
で
は
、
こ
の
楽
屋
の
図
の
直
後
に
鳥
兜
と
鞨
鼓
の
図
が

描
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
楽
屋
の
様
子
が
実
際
の
楽
屋
と
異
な
る
こ
と
に
つ
い

て
、
楽
人
は
（
五
人
だ
け
で
な
く
）
左
右
合
わ
せ
て
四
十
人
に
上
る

こ
と
を
盧
朝
は
注
記
し
て
い
る
。

五
、
舞
人
と
楽
人

　

第
三
十
五
紙
以
下
に
は
絵
図
は
な
い
。
第
三
十
五
紙
に
は
、
盧
朝

が
実
見
で
き
な
か
っ
た
〈
陪
臚
〉〈
春
庭
楽
〉〈
白
濱
〉
の
三
曲
の
舞

人
名
が
あ
る
。

　

陪
臚　

右
方

岡
佐
渡
守
昌
但

東
儀
河
内
守
文
暉

林
摂
津
守
廣
濟

東
儀
出
羽
守
俊
在

　

春
庭
花　

左
方

芝
備
前
守
数
葛
保

奥
左
近
将
曹
好
文

窪
陸
奥
守
近
義

奥
丹
波
守
好
古

　

白
濱　

右
方

多
周
防
守
忠
勇

林
摂
津
守
廣
濟

多
飛
騨
守
忠
同

東
儀
河
内
守
文
暉

　

続
い
て
、管
方
楽
人
（
伴
奏
者
）
全
員
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

左
方				






　

笙			



豊
長
門
守
廣
秋		
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多
土
佐
守
成
久

豊
隠
岐
守
文
秋

辻
和
泉
守
近
敦　

音
頭

　

篳
篥

　

安
倍
信
濃
守
季
慶　

音
頭

　

久
保
右
近
将
監
光
尚

安
倍
加
賀
守
季
良

安
倍
右
近
将
監
季
考

安
倍
筑
後
介
季
徳

　

笛
芝
石
見
守
但
暠　

音
頭

芝
備
中
守
葛
経

豊
伊
賀
守
時
全

山
井
出
羽
守
景
冨

　

右
方

　

笙
薗
淡
路
守
廣
勝　

音
頭

薗
大
和
介
廣
胤

薗
伊
勢
守
廣
綱

　

篳
篥多

能
登
守
忠
之

東
儀
西
市
正
季
政　

音
頭

東
儀
右
兵
衛
大
尉
文
仙

東
儀
筑
前
守
季
邦

安
倍
右
兵
衛
志
季
随

東
儀
肥
前
守
季
郛

東
儀
修
理
少
進
季
蕃

東
儀
越
中
守
季
誠マ

マ

（
正
し
く
は
季
城
）

東
儀
右
近
衛
将
曹
元
鳳

　

笛
岡
備
後
守
昌
清　

音
頭

山
井
伊
豫
守
景
和

岡
讃
岐
守
倫
美

岡
遠
江
守
昌
業

岡
但
馬
守
昌
友

　
（「
林
家
楽
書
」
に
は
も
う
一
人
「
東
儀
日
向
介
勝
恒
」
の
名
あ
り
）

鞨
皷　

窪
美
作
守
近
章　
　

三
皷　

岡
甲
斐
守
昌
芳



図二　舞人の﨟次と舞台上の位置
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太
皷　

芝
肥
後
守
葛
起　
　

太
皷　

東
儀
播
磨
守
俊
昞

鉦
皷　

多
内
匠
大
允
忠
彬　

鉦
皷　

東
儀
日
向
介
勝
恒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
林
家
楽
書
」勝
恒
の
代
わ
り
に「
薗
廣
栄
」）

第
三
十
六
紙
に
は
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
文
化
十
二
年
の
攀
鱗
齋
の
奥

書
が
記
さ
れ
て
い
る
。　

　　

こ
こ
で
、
舞
人
と
楽
人
の
顔
ぶ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

　

ま
ず
、
舞
楽
は
、
左
舞
も
右
舞
も
﨟
次
（
実
質
的
に
は
年
齢
）
の

高
い
も
の
か
ら
順
に
、
一
﨟
、
二
臈
、
三
臈
、
四
臈
と
配
役
さ
れ
る
。

左
舞
と
右
舞
で
は
、
舞
台
上
の
位
置
が
異
な
る
（
図
二
）。
左
舞
で

は
観
客
に
向
っ
て
舞
台
の
左
前
に
一
﨟
が
、
右
舞
で
は
右
前
に
一
﨟

が
立
つ
。

『
舞
楽
之
圖
』
で
は
、
舞
人
名
は
、
ぞ
れ
ぞ
れ
の
舞
楽
の
絵
図
の
近

く
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、〈
太
平
楽
〉
で
は

　

窪
左
近
将
監
近
兄

　

辻
左
近
将
曹
近
信

　

窪
右
近
将
監
近
満

　

奥
左
近
将
曹
好
文

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
者
（
こ
の
場
合
、
窪
近
兄
）
が
必
ず

し
も
上
位
の
﨟
次
で
は
な
い
。
前
出
、「
林
家
楽
書
」
を
見
る
と
、

同
じ
〈
太
平
楽
〉
の
舞
人
は
、

太
平
楽
近
兄
近
信

近
満
好
文

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
名
の
配
置
は
、
そ
の
ま
ま
舞
台
上
の
位
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置
（
﨟
次
）
を
表
す
。
つ
ま
り
、
近
満
＝
一
﨟
、
近
兄
＝
二
臈
、
好

文
＝
三
臈
、
近
信
＝
四
臈
で
あ
る
。
実
際
に
、「
芝
家
日
記
」
二
四
の

文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
の
楽
人
官
位
や
『
地
下
花
伝
』
か
ら
楽

人
の
年
齢
二
五
を
割
り
出
す
と
、一
八
一
五
年
当
時
、近
満
（
三
八
歳
）

＝
一
﨟
、
近
兄
（
三
五
歳
）
＝
二
臈
、
好
文
（
三
三
歳
）
＝
三
臈
、

近
信（
二
三
歳
）＝
四
臈
と
、年
齢
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

表
一
は
、
舞
人
の
配
役
一
覧
で
あ
る
。「
左
下
１
」「
右
上
２
」
な

ど
は
、「
林
家
楽
書
」
の
配
役
で
、
名
前
が
ど
の
位
置
に
記
さ
れ
て

い
る
の
か
と
﨟
次
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
辻
近
信
は
、
文
化

十
二
年
当
時
二
三
歳
で
、〈
振
鉾
〉
の
左
方
舞
人
と
し
て
舞
っ
た
あ

と
、〈
萬
歳
楽
〉
と
〈
太
平
楽
〉
で
は
四
臈
、ま
た
一
人
舞
の
〈
陵
王
〉

に
も
出
演
し
た
。
一
方
、
近
信
と
〈
振
鉾
〉
を
舞
っ
た
右
舞
の
林
廣

猶
は
当
時
六
六
歳
、〈
延
喜
楽
〉
の
一
﨟
を
舞
っ
た
あ
と
は
、
出
演

は
無
か
っ
た
。
各
舞
楽
の
一
﨟
を
編
み
掛
け
表
示
に
し
た
が
、
一
﨟

は
そ
の
舞
の
出
演
者
の
中
で
最
も
年
齢
の
高
い
者
が
就
い
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
舞
楽
会
の
中
程
で
演
じ
ら
れ
た
童
舞
に
つ
い
て
も
当

て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
左
舞
の
〈
迦
陵
頻
〉
で
は
、
一
番
年
長
の

芝
葛
永
（
十
五
歳
）
が
、右
舞
の
〈
胡
蝶
〉
で
は
、東
儀
文
信
（
十
五

歳
）
が
一
﨟
を
勤
め
た
。
最
も
幼
い
者
は
七
、八
歳
で
あ
っ
た
。
そ

の
他
の
﨟
次
に
つ
い
て
も
、〈
胡
蝶
〉
と
〈
白
濱
〉
を
除
い
て
、
す
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べ
て
﨟
次
は
年
齢
順
に
な
っ
て
い
る
。

　

表
一
で
、
演
目
名
の
下
に
、
身
に
つ
け
る
べ
き
装
束
の
種
類
を
記

し
た
。
舞
楽
に
は
大
き
く
わ
け
て
、数
曲
で
汎
用
さ
れ
る
「
襲

か
さ
ね

装
束
」

「
蛮ば

ん
え絵
装
束
」（
色
彩
の
点
で
左
舞
と
右
舞
の
別
が
あ
る
）
と
、
舞
楽

ご
と
に
固
有
の
「
別
装
束
」
が
あ
る
。
冒
頭
で
〈
振
鉾
〉
を
舞
っ
た

近
信
が
、
続
い
て
す
ぐ
〈
萬
歳
楽
〉
を
舞
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

両
方
と
も
襲
装
束
で
、
着
替
え
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

別
装
束
の
中
に
、「
裲

り
ょ
う
と
う襠
装
束
」
を
着
用
す
る
い
く
つ
か
の
舞
楽
が

あ
る
。〈
陵
王
〉〈
納
蘇
利
〉
な
ど
の
よ
う
に
裲
襠
の
縁
が
毛
縁
の
も

の
と
、〈
陪
臚
〉〈
打
毬
楽
〉
な
ど
の
よ
う
に
金
襴
縁
の
も
の
の
別
が

あ
る
。
な
お
、
前
述
の
通
り
、『
舞
楽
之
圖
』
に
お
い
て
、〈
打
毬
楽
〉

と
〈
狛
桙
〉
の
裲
襠
装
束
が
毛
縁
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
不
審
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
後
述
す
る
。

　

次
に
、
伴
奏
を
す
る
管
方
楽
人
の
一
覧
を
見
て
み
よ
う
（
表
二
）。

名
前
は
、
盧
朝
の
『
舞
楽
之
圖
』、「
林
家
楽
書
」
双
方
と
も
横
一
列

に
書
か
れ
て
お
り
、
順
番
も
一
致
し
て
い
る
。
名
前
の
順
番
は
、
年

齢
の
順
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、各
楽
器
で
一
番
年
長
の
者
と
、

音お
ん
ど頭
と
呼
ば
れ
る
主
奏
者
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
（
表
二
、

編
み
掛
け
の
部
分
参
照
）。
た
と
え
ば
、
左
方
の
篳
篥
で
一
番
の
年

長
は
安
倍
季
慶
（
七
一
歳
）
で
あ
っ
た
が
、
音
頭
は
四
五
歳
の
久
保
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光
尚
が
勤
め
た
。
管
楽
器
の
音
頭
は
合
奏
を
率
い
る
重
要
な
役
割
を

果
た
す
の
で
、
年
齢
よ
り
は
実
力
も
し
く
は
体
力
が
重
視
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

各
楽
器
と
左
右
の
別
は
、若
干
の
例
外
を
除
け
ば
、概
ね
三
方
（
京

都
、
南
都
、
大
坂
）
で
分
担
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

笙
、
篳
篥
、
笛
に
か
か
わ
ら
ず
、
左
方
は
京
都
方
と
南
都
方
、
右
方

は
天
王
寺
方
が
多
い
二
六
。

　

左
方
の
笙
：
京
都
方
の
豊
家
、
多
家
、
南
都
方
の
辻
家

　

右
方
の
笙
：
天
王
寺
方
の
薗
家

　

左
方
の
篳
篥
：
京
都
方
の
安
倍
家
、
南
都
方
の
窪
（
久
保
）
家

　

右
方
の
篳
篥
：
天
王
寺
方
の
東
儀
家

　

左
方
の
笛
：
京
都
方
の
山
井
家
、
南
都
方
の
芝
家

　

右
方
の
笛
：
天
王
寺
方
の
岡
家

　

ま
た
、
表
二
で
「
＊
」
を
付
し
た
者
は
江
戸
在
住
の
紅
葉
山
楽
人

で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
計
八
名
の
紅
葉
山
楽
人
が
演
奏
に
加
わ
っ

た
。
右
方
篳
篥
の
人
数
が
特
に
多
い
の
は
、
東
儀
家
の
楽
人
で
江
戸

に
下
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
紅
葉
山
楽
人
は
こ
の
よ

う
に
大
規
模
な
舞
楽
会
で
管
方
と
し
て
合
奏
に
加
わ
る
こ
と
も
あ
っ

た
二
七
。

六
、
伝
狩
野
栄
川
院
、
養
川
院
筆
『
舞
楽
地
取
』

　

こ
こ
で
、
江
戸
城
舞
楽
会
の
も
う
一
つ
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
東

京
国
立
博
物
館
蔵
『
舞
楽
地
取
』
を
紹
介
し
よ
う
。
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
こ
の
資
料
に
は
画
中
に
「
栄
川
」
と
「
養
川
」
の
貼
り
紙

が
あ
る
。
こ
の
絵
も
ま
た
、
同
博
物
館
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ト
で
公
開

さ
れ
て
い
る
二
八
。「
栄
川
」
は
狩
野
典
信
（
栄
川
院
）（
一
七
三
○

〜
一
七
九
○
）、「
養
川
」
は
、
狩
野
惟
信
（
養
川
院
）（
一
七
五
三

〜
一
八
○
八
）
で
あ
る
。『
舞
楽
地
取
』
に
は
、
舞
台
の
図
二
九
と
舞

楽
の
〈
振
鉾
〉〈
賀
殿
〉〈
地
久
〉〈
迦
陵
頻
〉〈
胡
蝶
〉〈
散
手
〉〈
貴

徳
〉〈
太
平
楽
〉〈
胡
徳
楽
〉〈
打
球
楽
〉〈
狛
桙
〉〈
春
庭
花
〉〈
八
仙
〉

〈
陵
王
〉〈
納
蘇
利
〉
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
は
い
ず
れ
も
、

簡
素
な
線
と
色
彩
で
描
か
れ
て
い
て
下
書
き
の
趣
が
強
い
が
、
各
演

目
の
特
徴
を
的
確
に
捉
え
た
描
写
に
な
っ
て
い
て
、
デ
ッ
サ
ン
力
の

高
さ
が
窺
わ
れ
る
。
冒
頭
の
舞
台
の
図
と
〈
散
手
〉〈
貴
徳
〉〈
太
平

楽
〉〈
胡
徳
楽
〉〈
打
球
楽
〉〈
狛
桙
〉〈
春
庭
花
〉〈
八
仙
〉〈
陵
王
〉〈
納

蘇
利
〉
に
「
栄
川
」、〈
振
鉾
〉〈
賀
殿
〉〈
地
久
〉〈
迦
陵
頻
〉
に
「
養

川
」
の
貼
り
紙
が
あ
る
三
〇
。
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図三〈打毬楽〉の比較（上：『舞楽之圖』、三一 下：『舞楽地取』三二 ）
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『
舞
楽
地
取
』
で
描
か
れ
る
舞
楽
の
種
類
と
『
徳
川
実
紀
』（
浚
明

院
殿
御
実
紀
巻
十
一
、明
和
二
年
五
月
十
五
日
）の
記
事
、お
よ
び「
林

家
楽
書
」
第
二
十
八
冊
『
禁
裏
東
武
並
寺
社
舞
楽
之
記　

第
十
一
冊
』

の
記
録
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
（
表
三
）、
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
、

東
照
宮
百
五
十
回
忌
（
一
七
六
五
年
）
の
後
の
江
戸
城
舞
楽
（
五
月

十
五
日
）
の
演
目
と
一
致
し
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
地
取
は
東
照
宮

百
五
十
回
忌
後
の
江
戸
城
で
の
舞
楽
上
演
の
下
絵
と
断
定
し
て
よ
い

だ
ろ
う
。

　
『
舞
楽
地
取
』
を
、
一
七
六
五
年
の
江
戸
城
舞
楽
上
演
を
御
用
絵

師
が
描
い
た
も
の
と
仮
定
し
、
次
に
本
稿
が
行
い
た
い
の
は
、
こ
の

絵
と
一
八
一
五
年
の
『
舞
楽
之
圖
』
と
の
比
較
で
あ
る
。
前
者
が
簡

素
な
筆
致
の
下
書
き
、
後
者
は
多
彩
な
絵
の
具
を
用
い
て
衣
装
の
細

部
ま
で
細
か
く
描
い
て
い
る
と
い
う
差
異
以
外
に
、
対
象
へ
の
興
味

の
抱
き
方
に
つ
い
て
、
両
者
に
は
あ
る
根
本
的
な
差
異
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
特
に
、
舞
の
描
き
方
に
表
れ
て
い
る
。

　
『
舞
楽
地
取
』
で
は
、
舞
は
全
て
演
じ
ら
れ
た
ま
ま
の
人
数
で
描

か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
全
て
の
舞
が
実
際
に
舞
わ
れ
る
隊
列
と

人
数
で
、
俯
瞰
す
る
よ
う
な
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。〈
貴
徳
〉

の
伴
子
や
〈
胡
徳
楽
〉
の
瓶
子
と
り
ま
で
忠
実
に
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、〈
打
毬
楽
〉
と
〈
狛
桙
〉
の
裲
襠
装
束
に
つ
い
て
も
、『
舞
楽

地
取
』
で
は
実
際
の
舞
楽
装
束
の
通
り
、
金
蘭
縁
の
裲
襠
に
描
か
れ

て
い
る（
前
述
の
通
り
盧
朝
の『
舞
楽
之
圖
』で
は
毛
縁
の
裲
襠
）（
図

三
）。
つ
い
で
な
が
ら
、『
舞
楽
地
取
』の〈
打
毬
楽
〉で
は
、画
面
向
っ
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て
中
央
手
前
の
舞
人
だ
け
が
背
中
を
見
せ
、
そ
の
他
の
三
人
は
左
方

向
（
実
際
の
舞
で
は
正
面
＝
観
客
側
）
を
向
い
て
い
る
。〈
打
毬
楽
〉

で
は
一
﨟
が
一
人
だ
け
、
他
の
三
人
と
異
な
る
玉
を
掻
く
仕
草
を
す

る
場
面
が
あ
り
、こ
の
絵
は
そ
の
場
面
を
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
絵
は
実
際
の
舞
の
振
り
付
け
も
理
解
し
た
上
で
描
か

れ
た
絵
と
い
う
こ
と
に
な
る
。　
　
　

 

　

そ
れ
に
対
し
、
盧
朝
の
『
舞
楽
之
圖
』
で
は
、〈
迦
陵
頻
〉
で
四

人
の
舞
人
中
二
人
が
描
か
れ
て
い
る
三
三
の
を
除
く
と
、
四
人
舞
の

平
舞
で
は
、
い
ず
れ
も
舞
人
は
一
人
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か

も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
舞
そ
れ
ぞ
れ
の
装
束
の
色
彩
に
つ
い

て
、
細
か
い
注
が
画
面
の
余
白
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
盧
朝
の
主
た
る
関
心
は
、「
舞
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
舞
楽

装
束
や
道
具
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。

つ
ま
り
、『
舞
楽
之
圖
』
は
、
文
化
十
二
年
五
月
十
四
日
に
江
戸
城

で
行
わ
れ
た
舞
楽
を
実
見
し
た
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
当
日
の
舞

台
設
営
、
配
役
な
ど
の
実
証
的
な
デ
ー
タ
も
含
ん
で
い
る
が
、
装
束

や
舞
人
の
ポ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
他
の
舞
楽
図
な
ど
を
参

考
に
し
、
画
家
の
想
像
も
多
分
に
含
ん
だ
「
記
録
」
と
な
っ
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
画
家
の
関
心
は
、
舞
楽
全
体
の
様
子
よ

り
装
束
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
舞
楽
会
の
中
の
、
あ
る
部
分
だ

け
を
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
し
た
「
記
録
」
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

七
、
結
論

　

こ
こ
で
、
水
野
盧
朝
筆
『
舞
楽
之
圖
』
の
意
義
を
今
一
度
考
え
る

た
め
に
、『
舞
楽
之
圖
』
に
は
情
報
の
種
類
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
を
整
理
し
、
何
を
も
っ
て
「
記
録
」
と
す

る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
『
舞
楽
之
圖
』
に
は
文
字
情
報
と
視
覚
的
情
報
（
絵
図
）
が
含
ま

れ
て
い
る
。
文
字
情
報
に
は
、
執
筆
の
動
機
、
奥
書
、
イ
ベ
ン
ト
当

日
の
観
客
席
の
様
子
、
舞
台
の
サ
イ
ズ
、
し
つ
ら
え
、
装
飾
、
文
様

の
説
明
、楽
器
の
形
状
と
色
、模
様
な
ど
の
説
明
、装
束
の
形
状
、色
、

模
様
な
ど
の
説
明
、
舞
人
名
、
楽
人
名
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
情

報
は
、
絵
図
を
純
粋
に
鑑
賞
す
る
た
め
の
通
常
の
美
術
作
品
に
は
書

き
込
ま
れ
な
い
。
つ
ま
り
『
舞
楽
之
圖
』
は
図
像
の
美
し
さ
を
鑑
賞

す
る
の
で
は
な
く
、
目
の
前
で
自
分
が
目
撃
し
た
も
の
が
何
で
あ
る

か
を
書
き
留
め
る
た
め
の
「
記
録
」
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特

に
、
装
束
、
楽
器
に
対
し
て
は
「
博
物
学
的
」
と
す
ら
言
え
る
強
い

関
心
が
窺
え
る
。

　

一
方
、
視
覚
的
情
報
に
は
、
舞
台
、
楽
器
、
装
束
な
ど
の
色
彩
豊

か
な
絵
図
が
あ
る
。
特
に
舞
台
の
図
は
、
白
書
院
の
南
庭
の
空
間
が
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ど
の
よ
う
に
舞
楽
会
に
使
わ
れ
た
の
か
を
視
覚
的
に
示
す
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
装
束
の
一
部
（〈
打
球
楽
〉
と
〈
狛
桙
〉

の
毛
縁
の
裲
襠
、〈
迦
陵
頻
〉
の
本
物
の
鳥
の
よ
う
な
羽
）
は
事
実

と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
実
見
し
た
が
記
憶
で
き
ず
、
先
行

資
料
か
ら
の
引
き
写
し
、
あ
る
い
は
想
像
で
補
っ
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
三
四
。
こ
の
点
に
お
い
て
、『
舞
楽
之
圖
』
に
描
か
れ
て
い
る
内

容
は
、
完
全
に
事
実
に
忠
実
で
あ
る
、
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
完
全
に
作
者
の
恣
意
の
産
物
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は

な
い
。
盧
朝
の
技
量
と
想
像
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
も
し
か
し
て
、

実
見
で
き
な
か
っ
た
〈
陪
臚
〉〈
春
庭
花
〉〈
白
濱
〉
の
三
曲
も
、
資

料
を
集
め
て
描
く
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
描
か

な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
絵
巻
を
、
自
分
で
見
た
も
の
の
「
記
録
」
と

し
て
描
い
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
絵
図
の
不
完
全

さ
を
十
分
自
覚
し
、
後
の
訂
正
を
期
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
真
実
に

近
付
け
た
い
と
い
う
真
摯
な
態
度
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

そ
も
そ
も
「
記
録
」
と
は
、
一
見
事
実
を
忠
実
に
切
り
取
っ
て
い

る
か
の
よ
う
で
、
じ
つ
は
切
り
取
り
方
に
す
で
に
画
家
の
恣
意
が
含

ま
れ
る
。
画
家
は
ど
こ
を
見
て
い
る
の
か
、
興
味
の
対
象
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
が
如
実
に
作
品
に
表
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、水
野
盧
朝『
舞

楽
之
圖
』
は
、
事
実
誤
認
や
想
像
を
多
分
に
含
ん
で
は
い
る
が
、
画

家
が
目
撃
し
た
、
画
家
に
と
っ
て
の
真
実
の
「
記
録
」
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

参
照
文
献

彬
子
女
王

　

二
○
○
九「
標
本
か
ら
美
術
へ
―
十
九
世
紀
の
日
本
美
術
品
蒐
集
、

特
に
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
意
義
に
つ
い
て
」『
国
華
』

一
三
六
○
：
二
八
〜
三
七
。

遠
藤
望

　

一
九
九
二
「
大
英
博
物
館
所
蔵　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
調
査
報
告
」『
ジ
ャ
ポ
ネ
ズ
リ
ー
研
究
学
会
会
報
』
一
二
：

一
一
〜
四
五
。　

加
藤
弘
子

　

二
○
○
九
「
一
九
世
紀
末
の
大
英
博
物
館
に
お
け
る
日
本
美
術
展

示
に
つ
い
て
―
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
中
国

日
本
絵
画
展
」」『
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
論
叢
』
五
：
三
五
〜

六
一
。

木
村
捨
三
編
、
解
説

　

一
九
三
六
『
盲
文
画
話
』
東
京
、
巧
芸
社
。　

鈴
木
廣
之
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二
○
○
一
「
一
八
七
九
年
の
Ｗ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
「
日
本
美
術
の

歴
史
」」『
美
術
研
究
』
三
八
三
：
五
一
〜
五
四
。

武
内
恵
美
子

　

二
○
一
七
「
岡
山
藩
学
校
と
浦
上
玉
堂
の
雅
楽
知
識
」『
日
本
伝

統
音
楽
研
究
』（
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
一
四
：
一
一
四
〜
一
三
○
。

寺
内
直
子

　

二
○
○
二
「
二
○
世
紀
に
お
け
る
雅
楽
の
テ
ン
ポ
と
フ
レ
ー
ジ
ン

グ
の
変
容
―
ガ
イ
ズ
バ
ー
グ
録
音
と
邦
楽
調
査
掛
の
五
線
譜
」『
国

際
文
化
学
研
究
』
一
七
：
八
五
〜
一
一
一
。

　

二
○
○
八
「
一
九
四
○
年
代
前
半
の
雅
楽
録
音
に
お
け
る
唐
楽
の

テ
ン
ポ
―
国
際
文
化
振
興
会
制
作
レ
コ
ー
ド
『
日
本
音
楽
集
』
を

め
ぐ
っ
て
」『
国
際
文
化
学
研
究
』
三
○
：
一
〜
二
九
。　

　

二
○
一
五
ａ
「
楽
人
の
領
地
検
分
―
新
出
史
料
・
平
群
町
「
下
河

原
家
文
書
」
よ
り
」『
国
際
文
化
学
研
究
』
四
三
：
四
七
〜
一
○
一
。

　

二
○
一
五
ｂ
「
名
古
屋
に
お
け
る
雅
楽
伝
承
の
一
断
面
―
幕
末
か

ら
明
治
へ
」『
日
本
文
化
論
年
報
』
一
八
：
一
七
〜
五
三
。

　

二
○
一
五
ｃ
「
江
戸
時
代
の
雅
楽
の
伝
承
―
楽
壇
と
楽
人
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復

刊
五
二
：
一
六
六
〜
一
八
七
。

平
出
久
雄 

　

一
九
四
○
ａ
「
徳
川
時
代
雅
楽
家
の
経
済
的
一
断
面
」（
二
）『
歴

史
と
国
文
学
』
二
二
巻
六
号
：
二
九
〜
五
○
。

　

一
九
四
○
ｂ
「
徳
川
時
代
雅
楽
家
の
経
済
的
一
断
面
」（
三
）『
歴

史
と
国
文
学
』
二
三
巻
一
号
：
一
〜
二
四
。

本
田
光
子

　

二
◯
一
六
「
文
化
十
二
年
江
戸
城
の
舞
楽
上
覧
と
二
つ
の
舞
楽
図

巻
―
「
舞
楽
楽
器
之
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
と
水
野
盧
朝

「
舞
楽
図
巻
」（
大
英
博
物
館
蔵
）」『
愛
知
県
立
芸
術
大
学
紀
要
』

四
六
：
二
一
〜
三
六
。

南
景
文
編

　

一
八
四
四
『
地
下
家
伝
』（
楽
人
系
図
は
巻
十
〜
十
三
）（『
日
本

古
典
全
集
』
所
収
、
一
九
三
七
〜
八
）。

南
谷
美
保

　

一
九
九
三
「
江
戸
時
代
末
期
の
雅
楽
演
奏
の
実
態
を
さ
ぐ
る
」『
江

戸
時
代
雅
楽
の
演
奏
様
式
の
研
究
』（
科
学
研
究
費
助
成
研
究
報

告
書
、
研
究
代
表
者
：
馬
渕
卯
三
郎
）
第
二
部
。

　

二
○
○
八
「
慶
応
元
年
日
光
山
御
神
忌
御
下
行
米
の
支
給
を
め

ぐ
っ
て
―
幕
末
の
三
方
楽
所
楽
人
を
取
り
巻
く
状
況
に
関
す
る

一
考
察
」『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
』
四
五
：
三
四
七
〜

三
七
七
。
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二
○
○
九
「
三
方
楽
所
楽
人
に
よ
る
知
行
所
支
配
に
つ
い
て
―
弘

化
・
嘉
永
年
間
を
中
心
と
し
た
考
察
」『
四
天
王
寺
大
学
紀
要
』

四
八
：
一
七
一
〜
二
○
○
。

村
角
紀
子

　

二
○
○
九
「
一
九
世
紀
に
お
け
る
〈
日
本
美
術
史
〉
資
料
収
集
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
旧
蔵
和
漢
籍

を
中
心
に
」
鹿
島
美
術
財
団
年
報
（
別
冊
）
二
七
：
二
二
六
〜

二
三
六
。

成
島
司
直
ほ
か
編

　

一
九
○
四
『
徳
川
実
紀
』（
第
七
編
）
東
京
、
経
済
雑
誌
社
。

山
形
県
立
博
物
館

　

二
○
一
六
『GA

GA
K

U

　

や
ま
が
た
に
息
づ
く
宮
廷
文
化
』（
平

成
二
九
年
度
山
形
県
立
博
物
館
プ
ラ
イ
ム
企
画
展
図
録
）
山
形
、

山
形
県
立
博
物
館
。

注一  

東
京
国
立
博
物
館
の
画
像
検
索
サ
イ
ト
で
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
二
○
一
八
年
一
一
月
一
八
日
参
照
。　

https://
w

ebarchives.tnm
.jp/im

gsearch/show
/E0045780

二　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
一
日
参
照
。https://w

w
w

.britishm
useum

.

org/research/collection_online/collection_object_details.aspx?
objectId=790276&

partId=1&
im

ages=true

三　

注
二
に
同
じ
。

四　

絵
巻
の
本
文
の
筆
者
と
は
別
筆
と
思
わ
れ
る
。

五　

盧
朝
の
経
歴
に
つ
い
て
は
『
盲
文
画
話
』
の
復
刻
版
（
一
九
三
六
）
中

の
木
村
捨
三
に
よ
る
解
題
が
詳
し
い
。

六　

ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
現
在
の
絵
巻
の
項
目
の
順
番
は
、
元
の
順

番
と
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

七　

本
田
氏
は
当
該
論
文
二
三
頁
と
注
四
で
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
、

狩
野
栄
川
院
（
典
信
）（
一
七
三
○
〜
一
七
九
○
）
と
養
川
院
（
惟
信
）

（
一
七
五
三
〜
一
八
○
八
）
の
名
の
貼
り
紙
が
あ
る
『
舞
楽
地
取
』
の
絵

を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
絵
に
描
か
れ
て
い

る
の
は
、
東
照
宮
百
五
十
回
忌
（
一
七
六
五
年
）
の
際
の
江
戸
城
舞
楽
と

思
わ
れ
る
。

八　

国
内
外
の
機
関
で
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
国

文
学
研
究
資
料
館
の
サ
イ
ト
は
以
下
の
通
り
。http://base1.nijl.ac.jp/

iview
/F

ram
e.jsp?D

B
_ID

=
G

0003917K
T

M
&

C
_C

O
D

E
=

0099-
059503

　
　
『
絵
本
通
宝
志
』
第
二
巻
に
舞
楽
、能
な
ど
芸
能
の
図
が
あ
る
。
舞
楽
は
、

「
舞
人
之
圖
」「
迦
陵
頻
」「
胡
蝶
」「
安
摩
」「
蘇
利
古
」「
散
手
」「
抜
頭
」「
還

城
楽
」「
左
方
之
楽
屋
」「
太
鼓
之
圖
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
迦

陵
頻
」「
胡
蝶
」「
左
方
之
楽
屋
」「
太
鼓
之
圖
」
の
図
案
に
、
盧
朝
の
『
舞
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楽
之
圖
』
と
の
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。「
還
城
楽
」
は
絵
図
は
異
な
る
が
、

説
明
書
き
が
酷
似
し
て
い
る
（
後
述
）。

九　

平
安
時
代
に
遡
る
古
い
舞
楽
面
が
あ
る
。『
一
遍
上
人
絵
伝
』
な
ど
の

絵
巻
で
も
舞
楽
法
会
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

一
〇　

平
安
時
代
に
遡
る
古
い
舞
楽
面
が
あ
る
。
熱
田
神
宮
「
主
な
収
蔵
品
」

http://w
w

w
.atsutajingu.or.jp/jingu/bunkaden/possession/　

　
（
二
○
一
八
年
一
○
月
一
一
日
参
照
）

一
一　

た
と
え
ば
岡
山
（
武
内　

二
○
一
七
）、
山
形
（
山
形
県
立
博
物
館

　

二
○
一
七
）、
島
根
（
松
江
市
宍
道
町
八
雲
陣
屋
蔵
雅
楽
譜
）（
南
谷　

一
九
九
三
）、
名
古
屋
（
寺
内　

二
○
一
五
ｂ
）
な
ど
が
あ
る
。

一
二　

楽
人
領
に
つ
い
て
は
、
平
出　

一
九
四
○
ａ
、
ｂ
、
南
谷 

二
○
○
九
、

寺
内　

二
○
一
五
ａ
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
三　

た
だ
し
活
字
本
の
『
徳
川
実
紀
』
は
楽
人
名
に
誤
記
が
多
い
の
で
、

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

一
四　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

一
五　

前
掲
、
大
英
博
物
館
の
サ
イ
ト
（
注
二
に
同
じ
）
の
コ
マ
番
号

A
N

00246114_001_l

一
六　

前
掲
本
田
論
文
で
は
、「
文
化
十
二
年
於
白
書
院
蹴
鞠
上
覧
及
文
化

度　

白
書
院
中
庭
舞
楽
舞
台
諸
図
」
に
よ
っ
て
、
当
日
の
白
書
院
南
庭
の

様
子
を
復
元
し
た
図
も
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
（
本
田　

二
○
一
六
：
二
五
）。
な
お
、
楽
屋
裏
の
植
木
に
つ
い
て
、
本
田
氏
は
「
舞

台
背
後
の
雑
木
林
が
白
書
院
中
庭
に
実
際
に
生
い
茂
っ
て
い
た
と
は
考
え

に
く
く
」
と
述
べ
て
お
れ
る
が
、
宝
永
年
間
の
白
書
院
蹴
鞠
の
設
営
の
図

「
御
鞠
掛
并
御
幕
囲
御
屏
風
仕
切
絵
図
」
で
は
、
か
な
り
広
い
範
囲
を
占

め
る
「
植
廷
」
が
描
か
れ
て
い
る
（
東
京
都
立
図
書
館
蔵
）
の
で
、
植
木

は
実
際
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
七　

鳫
之
間
、
菊
之
間
な
ど
は
、
登
城
し
た
際
の
詰
所
の
部
屋
の
名
前
で

あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
こ
に
詰
め
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
身
分
も
表
す
。

一
八　

左
方
唐
楽
と
右
方
高
麗
楽
の
舞
楽
を
対
に
し
て
演
じ
る
習
慣
。

一
九　

鼂
太
鼓
は
、
上
部
の
日
形
、
月
形
や
火
炎
飾
り
の
部
分
、
太
鼓
の
皮
、

枠
、
紐
な
ど
、
す
べ
て
分
解
し
て
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

二
〇　

た
と
え
ば
春
日
大
社
で
も
若
宮
お
ん
祭
に
使
用
す
る
古
い
鼂
太
鼓
を

所
有
し
て
い
る
。

二
一　

た
だ
し
、〈
振
鉾
〉
と
〈
萬
歳
楽
〉〈
延
喜
楽
〉
は
い
ず
れ
も
襲
装
束

な
の
で
、〈
振
鉾
〉
の
図
を
以
て
〈
萬
歳
楽
〉〈
延
喜
楽
〉
の
代
わ
り
と
し
た
、

と
い
う
可
能
性
は
残
る
。

二
二　
『
舞
楽
楽
器
之
圖
』
で
は
完
全
に
左
方
〈
振
鉾
〉
を
〈
萬
歳
楽
〉、
右

方
〈
振
鉾
〉
を
〈
延
喜
楽
〉
と
し
て
描
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

二
三　

実
際
に
は
〈
太
平
楽
〉
で
は
楯
は
用
い
な
い
。〈
陪
臚
〉
と
混
同
し

た
可
能
性
も
あ
る
。

二
四　

天
理
図
書
館
蔵
。

二
五　

年
齢
は
す
べ
て
数
え
年
。
ま
た
、
実
年
齢
を
一
歳
か
二
歳
年
長
に
偽

り
、
早
く
官
位
を
得
る
こ
と
も
慣
習
化
し
て
い
た
。

二
六　

例
外
が
生
じ
る
背
景
に
は
、
楽
家
間
の
複
雑
な
養
子
、
姻
戚
関
係
が
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あ
る
。
姓
や
所
属
す
る
楽
所
が
異
な
っ
て
も
、
実
は
兄
弟
、
親
子
で
あ
る

こ
と
が
あ
る
。
詳
し
く
は
寺
内
二
○
一
五
ｃ
等
参
照
の
こ
と
。

二
七　

こ
の
他
、
日
光
楽
人
も
江
戸
に
来
て
、
合
奏
に
加
わ
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
、
文
化
十
一
年
、
日
光
正
遷
宮
の
儀
式
の
あ
と
、
江
戸
、

上
野
の
寛
永
寺
で
輪
王
寺
門
跡
主
催
の
舞
楽
会
が
あ
り
、
禁
裏
楽
人
と
日

光
楽
人
が
合
奏
し
た
（
辻
家
「
楽
所
録
」
第
七
七
冊
『
日
光
楽
人
東
遊
伝

授
下
向
之
記
』）。

二
八　

https://w
ebarchives.tnm

.jp/im
gsearch/show

/E0045804

（
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
七
日
参
照
）

二
九　

盧
朝
『
舞
楽
之
圖
』
は
舞
台
を
正
面
か
ら
左
右
対
称
に
描
い
て
い
る

の
に
対
し
、『
舞
楽
地
取
』
は
や
や
右
方
寄
り
の
位
置
か
ら
舞
台
を
描
い

て
い
る
。
ま
た
、
前
者
で
は
楽
屋
は
一
棟
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は

左
方
と
右
方
の
楽
屋
は
別
棟
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
は
舞
台
の
上

の
覆
い
屋
は
無
い
。
楽
屋
後
方
に
は
わ
ず
か
だ
が
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。

三
〇　
〈
胡
蝶
〉
の
貼
り
紙
は
剥
が
れ
て
い
て
判
読
し
づ
ら
い
が
、
お
そ
ら

く
〈
迦
陵
頻
〉
と
同
様
に
養
川
筆
と
思
わ
れ
る
。

三
一　

前
掲
、
大
英
博
物
館
の
サ
イ
トhttps://w

w
w

.britishm
useum

.
org/research/collection_online/collection_object_details.aspx?
objectId=790276&

partId=1&
im

ages=true　

の
う
ち
、
コ
マ
番
号

A
N

01270009_001_l

三
二　

前
掲
、
東
京
国
立
博
物
館
の
サ
イ
ト　

https://w
ebarchives.

tnm
.jp/im

gsearch/show
/E0045780

の
う
ち
、
コ
マ
番
号 E0045813

三
三　
〈
迦
陵
頻
〉
で
舞
人
を
二
人
描
い
た
の
は
、
装
束
の
鳥
の
羽
を
描
く

た
め
に
、
前
向
き
の
舞
人
の
他
に
後
ろ
向
き
の
舞
人
を
描
く
必
要
が
あ
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
後
向
き
の
舞
人
の
ポ
ー
ズ
は
『
絵
本
通
宝
志
』

の
「
迦
陵
頻
」
の
図
に
似
て
い
る
。

三
四　

た
と
え
ば
、〈
打
毬
楽
〉
の
毛
縁
の
裲
襠
は
、「
裲
襠
装
束
」
と
い
う

名
称
の
故
に
、〈
抜
頭
〉〈
陵
王
〉
な
ど
の
毛
縁
裲
襠
と
混
同
し
て
描
か
れ

た
可
能
性
も
あ
る
。


